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生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
～
人
の
つ
な
が
り
が
ま
ち
を
変
え
る
～
み
ん
な

で
つ
く
る　

学
び
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め

る
ま
ち
」を
将
来
都
市
像
と
す
る
新
し
い
野
田
市
総
合
計
画

の
初
年
度
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
や
福
祉
・
子
育
て
環
境
の
充
実
、防
犯
・

防
災
対
策
の
推
進
な
ど
を
行
い
、市
民
の
皆
さ
ん
の
誰
も
が

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
な
“
野
田
市
づ
く
り
”
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
は
、
長
期
に
わ
た
り
市
民
参
加
の

も
と
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
新
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
す
。
市
民
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
定
め
ら
れ
た
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
東
京
直
結
鉄
道
の
建
設
誘
致
に
つ
い
て

は
、
国
の
答
申
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の

重
要
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
市
民

を
は
じ
め
各
関
係
団
体
の
方
々
で
、
特
に
力
を
入

れ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、市
と
し
て
も
、

さ
ら
な
る
建
設
誘
致
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
鉄

道
整
備
は
、
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
、
税
収
の
増
大

な
ど
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
住
み
や
す
い
環
境
を
作
る

た
め
に
、
子
ど
も
を
育
て
、
老
後
を
過
ご
し
や
す

い
福
祉
子
育
て
施
策
の
充
実
、
さ
ら
に
は
自
然
と

の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
待
機
者
ゼ
ロ
を
目

指
し
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
が
着
実
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
要
支
援
者
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
は
、
本
年
３
月
に
は
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
へ
移
行
し
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
べ
く
方
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
に

つ
い
て
は
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
第
４
期
計
画
を
着

実
に
進
め
待
機
児
童
の
解
消
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
昨

年
子
ど
も
支
援
室
を
開
設
し
、
妊
娠
し
て
か
ら
子

ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
継
続
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
不
安
な
農
政
対
策
は
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
引
き
続
き
進
め
る
と
共
に
、
農

業
後
継
者
不
足
の
対
策
と
し
て
新
規
就
農
支
援
事

業
を
進
め
、
飼
料
用
米
を
活
用
し
た
耕
畜
連
携
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
自
然
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
放
鳥
も
成
功
し
ま
し
た
。
か
け
が
え
の

な
い
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
の
世
代
に
残
し
、
調

和
の
と
れ
た
安
全
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
本
年
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

《
地
方
自
治
功
労
》

千
久
田　

祐
子
氏（　

）野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自

６８

治
の
発
展
に
尽
力

風
間　

菊
扶
氏（　

）自
治
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

６８

に
尽
力

《
消
防
功
労
》

飯
塚　

竫
男
氏（　

）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防

６９

業
務
に
尽
力

《
警
察
功
労
》

川
俣　

勝
示
氏（　

）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決

７２

に
尽
力

杉
本　

康
夫
氏（　

）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決

７２

に
尽
力

福
原　

三
敏
氏（　

）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決

７２

に
尽
力

《
統
計
功
労
》

木
之
下　

み
ゆ
き
氏（　

）統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査

６６

の
発
展
に
尽
力

《
社
会
福
祉
功
労
》

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

　

個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　

「
第　

回
野
田
市
表
彰
式
」
を
１
月
４
日
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

44

地
方
自
治
や
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個

人
・
団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

許
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野田市表彰

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

　
　
　

自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

野
田
市
長

　
　
　
　

根　

本　
　

崇



距

岩
口　

嶽
市
氏（　

）保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に

７６

尽
力

金
子　

憲
一
氏（　

）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福

６８

祉
の
向
上
に
尽
力

《
教
育
文
化
功
労
》

坪
倉　

和
壽
氏（　

）小
中
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興

７０

に
尽
力

髙
梨　

氏（　

）多
年
に
わ
た
り
吟
詠
を
通
し
地
域
文
化
の
推
進
に
尽
力

７６

越
膳　

ミ
ツ
ヨ
氏（　

）多
年
に
わ
た
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
普
及
と
発

７４

展
に
尽
力

金
井　

伸
也
氏（　

）陶
芸
作
家
と
し
て
第　

回
記
念
一
般
社
団
法
人
工
芸

４０

２５

美
術
日
工
会
展
に
お
い
て
、内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

野
田
市
立
関
宿
中
央
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

平
成　

年
度
優
良
P
T
A
文
部
科

２７

学
大
臣
表
彰
を
受
賞

《
交
通
安
全
功
労
》

野
村　

綾
子
氏（　

）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故

６８

防
止
・
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

横
川　

榮
子
氏（　

）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故

６８

防
止
・
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

平
澤　

孝
司
氏（　

）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故

６８

防
止
・
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

 《
感
謝
状
》

松
浦
建
設
株
式
会
社
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

一
般
社
団
法
人
野
田
市
医
師
会
様

茂
木　

七
左
衞
門
様

中
田　

禎
子
様
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
に
よ
る
地
元
消
費
の
拡
大
、
地
元
経

済
の
活
性
化
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本

経
済
は
先
行
き
が
見
え
づ
ら
い
不
安
定
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
鬼
怒
川
が
決
壊

し
、
茨
城
県
常
総
市
で
は
、
広
範
囲
が
水
没
し
、

野
田
市
で
も
床
上
、
床
下
、
道
路
冠
水
等
の
被
害

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
野
田
市
で
は
、
安
全
・
安
心
の

地
域
再
生
、
生
物
多
様
性
自
然
再
生
の
取
組
、
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
避
難
行
動
要
支
援
者
支

援
計
画
の
手
引
き
の
作
成
や
学
校
耐
震
化
工
事
の

計
画
的
な
実
施
を
行
う
な
ど
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
施
策
に
努
め
て
お
り
、
議

会
と
し
て
も
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
等
が
反
映
さ
れ
た

総
合
計
画
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
の
野
田
市
の
基
本

構
想
、
基
本
計
画
に
沿
っ
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
活
性
化
等
検

討
委
員
会
で
議
論
し
た
結
果
、
議
案
等
の
議
員
個

々
の
賛
否
や
請
願
、
陳
情
書
等
の
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
決
定
し
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
議
会
一
丸
と
な
っ
て
鋭
意
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
先
行
き
が
見
え
づ
ら

い
経
済
状
況
の
中
、
市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
、
生
き
生
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
市
と
市
民

の
皆
様
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

野
田
市
民
の
安
全
安
心
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て

　

野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　

鈴　

木　
　

有



　

人
の
う
ち　

人
、
高
齢
者
世
帯
、

152

48

障
が
い
の
程
度
の
軽
い
方
な
ど
２
千

　

人
の
う
ち　

人
か
ら
同
意
書
な
ど

429

192

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、「
個
別
計

画
」
作
成
の
た
め
緊
急
時
の
具
体
的

な
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
知
し

た
と
こ
ろ
、
登
載
取
り
消
し
の
連
絡

な
ど
が　

人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
こ

81

れ
ら
の
方
の
名
簿
を
削
除
し
、　

人
159

の
新
規
の
方
と
乳
幼
児
、
妊
婦
、
外

国
人
を
含
め
随
時
名
簿
登
載
を
申
し

出
た　

人
に
、
当
初
名
簿
に
登
載
さ

185

れ
異
動
の
あ
っ
た
方
な
ど
を
合
わ
せ

た
名
簿
を
作
成
し
、
避
難
支
援
等
関

係
者
に　

月　

日
か
ら
提
供
し
て
い

11

30

ま
す
。

　

ま
た
、
真
に
支
援
が
必
要
な
方
を

優
先
的
に
名
簿
に
登
載
し
個
別
計
画

作
成
を
お
願
い
す
る
た
め
、
要
支
援

者
支
援
計
画
の
手
引
き
を
作
成
し
、

避
難
支
援
等
関
係
者
へ　

月　

日
か

11

27

ら
配
付
し
て
い
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
結
成　
　

月　
11

20

日
現
在　

の
組
織
で
、
世
帯
数
で
の

192

組
織
率
は　
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

48

◆
空
き
家
対
策　

「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
全

面
施
行
で
、「
特
定
空
家
等
」
の
所
有

者
な
ど
に
、
法
に
よ
る
助
言
ま
た
は

指
導
、
勧
告
と
命
令
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
問
題
と
な
る
空

家
等
は
草
木
の
繁
茂
な
ど
特
定
空
家

等
に
至
ら
な
い
も
の
が
多
く
、
条
例

改
正
案
で
「
管
理
不
全
な
状
態
の
空

家
等
」を
規
定
し
、所
有
者
な
ど
に
助

言
ま
た
は
指
導
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
に
定
め
の
な
い
急
迫
し

た
危
険
な
状
態
の
空
家
等
へ
の
「
緊

急
措
置
」
と
危
険
空
家
等
の
寄
附
受

け
入
れ
や
建
物
除
去
な
ど
の
費
用
助

成
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
は
引
き
続
き

条
例
に
規
定
を
設
け
実
施
し
、
空
家

バ
ン
ク
制
度
の
利
用
要
件
は
居
住
の

鋸

　
　

の
政
策
の
柱
に
沿
っ
て
申
し
上

10
げ
ま
す
。

◆
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
避
難

行
動
要
支
援
者
支
援
計
画　

名
簿
更

新
の
た
め
、自
主
防
災
組
織
、自
治
会

な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者
へ
の
情

報
提
供
の
同
意
確
認
と
名
簿
登
載
へ

の
意
向
確
認
の
書
類
を
新
た
に
対
象

と
な
っ
た
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
方

に
発
送
し
、
避
難
場
所
ま
で
家
族
以

外
の
第
三
者
の
支
援
が
な
け
れ
ば
避

難
で
き
な
い
方
に
、
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
現
在
、
介
護
度
の
高
い

11

20

方
、
障
が
い
の
程
度
の
重
い
方
な
ど

◆
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

生
物
多
様
性
の
取
り
組
み　

７
月　
23

日
の
試
験
放
鳥
で
放
鳥
さ
れ
た
３
羽

が
装
着
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
や

目
撃
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
試
験
放
鳥
は
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
保
全
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

の
委
員
か
ら
、
関
東
で
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自
然
再
生
の

取
り
組
み
を
野
田
市
が
中
心
と
な
り

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た

点
な
ど
で
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
の

意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定
着
は

２
、
３
年
先
と
予
想
さ
れ
、
平
成　
29

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
市
議
会
で
根
本
市
長
は
、　

27

12

月
２
日
、　

の
政
策
の
柱
を
中
心
に
、
災
害
対
策
基
本

10

法
に
基
づ
く
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
で
の
名
簿

更
新
作
業
や
空
き
家
対
策
、
自
然
再
生
へ
の
取
り
組
み
、

７
月
開
始
の
ま
め
バ
ス
新
運
行
計
画
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
ま
で
試
験
放
鳥
を
す
る
中
で
次
の

段
階
は
、
野
田
市
へ
の
定
着
を
最
優

先
に
、
さ
ら
に
関
東
で
の
個
体
群
を

つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て

お
り
、
ま
ず
は
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
に
預
け
た
「
ア
カ
リ
」

「
ミ
ラ
イ
」の
ペ
ア
リ
ン
グ
と
ペ
ア
リ

ン
グ
後
の
放
鳥
を
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｍ 

Ｏ

Ｗ
Ｓ（
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
個
体
群
管
理
に

関
す
る
機
関
・
施
設
間
パ
ネ
ル
）に
相

談
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
の
里
」の
来
場
者
数

は
、　

月　

日
現
在
、９
千　

人
で
昨

11

20

122

年
度
比
で
５
千　

人
の
増
加
で
す
。

97

　
　

月
の
中
心
市
街
地
再
活
性
化
の

11
た
め
の
商
店
街
の
あ
り
方
検
討
会
で
、

－

み
で
な
く
使
用
の
場
合
も
対
象

と
し
た
い
考
え
で
す
。

　

改
正
条
例
案
は
、　

月　

日

12

15

か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
を
実
施
し
、
３
月
議
会
に

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

継続的な運行に向け７月から新運行計画が開継続的な運行に向け７月から新運行計画が開始始

平
成　

年
第
４
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２７

 
災
害
時
支

災
害
時
支
援援
がが
必
要
な
方

必
要
な
方
のの
名
簿
更
新
状

名
簿
更
新
状
況況
やや

ま
め
バ
ス
新
運
行
計

　
  　
 　
　
　
　
　

ま
め
バ
ス
新
運
行
計
画画
なな　
　

どど

報
告

 

報
告

防
災
対
策
と
安
全
安
心
な

街
づ
く
り
の
推
進

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

買
物
弱
者
対
策
の
実
施

持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
と
生

物
多
様
性
の
充
実



定
期
的
な
寄
席
の
開
催
は
断
念
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー

サ
ロ
ン
の
な
い
土
曜
日
・
日
曜
日
に

商
店
街
連
合
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
集
客

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
買
物
弱
者
対
策　

移
動
販
売
「
ま

ご
こ
ろ
便
」
は
、
新
コ
ー
ス
に
切
り

替
え
た
４
月
か
ら　

月
ま
で
、
前
年

10

同
時
期
比
で
売
上
額　

パ
ー
セ
ン
ト

18

増
、
利
用
者
数　

パ
ー
セ
ン
ト
増
で

20

す
が
、
ま
だ
採
算
ベ
ー
ス
に
は
至
ら

な
い
状
況
で
す
。

　

運
営
者
の
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ

ス
テ
ム
千
葉
に
３
年
を
目
安
に
運
営

費
補
助
を
し
、
今
年
度
が
３
年
目
で

す
が
、
補
助
金
で
の
支
援
を
継
続
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
額
見
直
し
と
停
留
所
の
変

更
を
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
と
協
議
し

検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
次
期
総
合
計
画
の
策
定　
　

年
度

23

に
総
合
計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

３
年
半
を
か
け
９
月
に
答
申
を
頂
き

ま
し
た
。
分
野
別
検
討
組
織
か
ら
の

提
言
書
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、地
区
別
・

各
界
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上
の
市

民
参
加
の
取
り
組
み
の
も
と
、
総
合

計
画
審
議
会
で
審
議
を
重
ね
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
基
本
構
想
は

議
案
と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
の
新
運
行
計
画　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
専
門
委
員
に
検

討
し
て
い
た
だ
い
た
計
画
が
、パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
経
て
ま
と

ま
り
、７
月
か
ら
開
始
の
予
定
で
す
。

　

新
計
画
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
や

燃
料
費
高
騰
で　

年
度
の
運
行
委
託

26

料
が
上
限
額
を
上
回
り
、　

年
４
月
に

29

消
費
税
率
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、継
続
的
な
運
行
の
た
め
、利
便

性
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
者
の
少
な

い
便
の
廃
止
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

関
宿
城
ル
ー
ト
は
短
縮
便
を
運
行

し
つ
つ
、　

便
か
ら
８
便
に
減
便
し
、

12

始
発
便
の
起
点
と
最
終
便
の
終
点
を

関
宿
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
ま
す
。

　

中
ル
ー
ト
は
、
第
８
便
を
最
終
便

と
し
、
当
該
最
終
便
の
終
点
を
仲
町

と
し
、「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
入
口
・
Ｕ
Ｓ

Ｓ
流
通
会
場
前
」の
停
留
所
名
を「
堆

漁

教
室
棟
の
一
部
改
築
は
３
月
完
成
を

目
指
し
、
仮
設
校
舎
の
解
体
準
備
を

進
め
、　

月
上
旬
か
ら
新
校
舎
を
使

12

用
予
定
で
す
。

　

非
構
造
部
材
の
吊
り
天
井
改
修
工

事
と
吊
り
形
照
明
器
具
改
修
工
事
は
、

関
宿
小
体
育
館
が
８
月
、
第
一
中
格

技
場
が
９
月
に
完
成
し
、
み
ず
き
小

体
育
館
の
吊
り
天
井
改
修
工
事
、
東

部
小
体
育
館
ほ
か
９
棟
の
吊
り
形
照

明
器
具
の
改
修
を
２
月
末
完
成
を
目

指
し
進
め
て
い
ま
す
。

◆
川
間
公
民
館
の
改
築　
　

・　

年

27

28

度
事
業
と
し
新
築
工
事
の
入
札
を　
12

月
に
行
い
、今
議
会
に
追
加
議
案
で
工

事
請
負
契
約
の
議
案
を
提
案
し
ま
す
。

◆
都
市
計
画
の
見
直
し　
　

年
度
か

26

ら
県
内
の
都
市
計
画
区
域
の
一
斉
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

区
域
区
分
の
見
直
し
は
、
関
宿
は

や
ま
工
業
団
地
造
成
整
備
事
業
の
区

域
か
ら
除
外
さ
れ
た
西
高
野
地
区（
約

3
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
市
街
化
調
整

区
域
に
編
入
し
、
現
況
の
土
地
利
用

と
の
整
合
な
ど
を
図
る
た
め
、
３
か

所
の
境
界
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
町
東
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
地
区
内
で
用
途
地
域
、
高
度

地
区
、
台
町
東
地
区
地
区
計
画
の
変

更
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
宿
中
央
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
中
心
と
す
る
セ
ン
タ
ー
地
区

Ａ
に
商
業
、
業
務
な
ど
の
単
独
機
能

に
加
え
、
商
業
や
業
務
、
医
療
、
住

宅
等
の
機
能
が
複
合
す
る
土
地
利
用

を
誘
導
し
、
一
層
の
都
市
機
能
の
集

約
化
等
の
促
進
の
た
め
次
木
親
野
井

地
区
地
区
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
　

月
の
都
市
計
画
審
議
会
で
議
決

11
い
た
だ
き
、
県
決
定
事
項
は　

月　
12

21

日
の
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
さ
れ

る
予
定
で
、決
定
後
、市
決
定
事
項
と

併
せ
て
３
月
告
示
の
予
定
で
す
。

◆
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　

都
市
計
画
道
路
野
田
市
駅
前
線
と

野
田
市
駅
前
広
場
は
、電
線
共
同
溝
の

整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
手

続
に
必
要
な
道
路
法
で
の
市
道
認
定
の

議
案
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
東
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業　

９

月
に
換
地
処
分
が
公
告
さ
れ
字
名
が

山
崎
新
町
に
移
行
し
、法
務
局
の
登
記

作
業
は　

月
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

10

　

区
域
内
の
道
路
な
ど
の
公
共
施
設

も
道
路
管
理
者
等
へ
の
移
管
手
続
が

完
了
し
、
今
後
、　

年
度
中
の
解
散

28

に
向
け
、
事
務
手
続
を
進
め
ま
す
。

◆
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業　
　

年
度
の
換
地
処
分
に
向
け
、

28

換
地
計
画
策
定
を
進
め
て
お
り
、
事

（
６
面
に
つ
づ
く
）

肥
セ
ン
タ
ー
入
口
」に
変
更
し
ま
す
。

　

南
ル
ー
ト
は
、
土
日
祝
日
の
右
回

り
第
１
便
と
左
回
り
第
８
便
を
減
便

し
、
平
日
の
左
回
り
第
８
便
の
終
点

を
「
下
三
ケ
尾
自
治
会
館
前
」
に
変

更
し
ま
す
。

　

新
南
ル
ー
ト
は
、
大
利
根
温
泉
発

第
１
便
の
前
に
、
こ
れ
ま
で
回
送
し

て
い
た
野
田
市
駅
発
大
利
根
温
泉
行

き
の
実
車
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北（
平
日
）、
新
北
、中
、南

（
平
日
）、新
南
の
各
ル
ー
ト
の
一
部

の
便
で
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
敷

地
内
へ
の
乗
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

◆
学
校
の
耐
震
化
工
事　

二
川
小
校

舎
と
関
宿
中
格
技
場
が　

月
に
、
清

10

水
台
小
、
岩
木
小
、
柳
沢
小
の
体
育

館
が　

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

11

　

木
間
ケ
瀬
小
校
舎
は　

月　

日
、

12

21

中
央
小
記
念
館
は
１
月　

日
ま
で
の

25

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
宮
崎
小

次
期
総
合
計
画
の
策
定
と

新
市
建
設
計
画
の
確
実
な
実
現

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備

３６回に及ぶ審議会を経て答申

今年度は二川小校舎など計７棟を工事



業
期
間
を
５
年
間
延
伸
し　

年
３
月

33

ま
で
と
し
、　

月
に
変
更
認
可
を
受

10

け
て
い
ま
す
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備　

　

中
根
の　

床
の
「（
仮
称
）い
き
い

70

き
タ
ウ
ン
の
だ
」
は
、　

年
４
月
開

28

所
に
向
け
て
工
事
が
進
み
、　

月
７

12

日
か
ら
入
所
申
込
書
の
受
付
を
行
う

と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

事
業
へ
の
移
行　
　

年
度
に
実
施
予

29

定
で
し
た
が
、　

年
度
の
介
護
報
酬

27

が
想
定
以
上
に
下
が
っ
て
お
り
、
今

年
度
の
移
行
が
最
も
高
い
上
限
額
を

確
保
で
き
る
と
判
明
し
た
た
め
、　

年
27

度
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

移
行
要
件
は
、
予
算
の
確
保
と
要

綱
が
整
備
さ
れ
事
業
が
利
用
で
き
る

状
態
に
あ
る
こ
と
で
、
準
備
期
間
に

配
慮
し
、
移
行
日
は
３
月
１
日
と
し

た
い
考
え
で
す
。

◆
待
機
児
童
対
策　
　

月
1
日
時
点

11

の
待
機
児
童
数
は　

人
、
待
機
児
童

26

を
含
む
保
留
者
数
は　

人
で
、
４
月

174

１
日
時
点
と
の
比
較
で
は
そ
れ
ぞ
れ

　

人
、　

人
の
増
で
す
。
前
年
同
時

16

55

期
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ　

人
、　

人
減
の

40

113

状
況
で
す
が
、年
度
末
に
か
け
低
年
齢

児
を
中
心
に
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　

月
に
開
始
し
た
小
張
総
合
病
院

10
の
事
業
所
内
保
育
所
ひ
ば
り
保
育
園

は
、　

月
１
日
現
在
、
０
歳
か
ら
２

11

歳
ま
で　

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

10

　

梅
郷
保
育
園
分
園
は
、　

月
の
工

11

事
着
工
で
４
月
開
園
に
向
け
準
備
が

進
め
ら
れ
、　

年
度
に
低
年
齢
児　

人

28

54

分
の
定
員
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。

　

野
田
聖
華
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
し
、　

年
度
開
園
に
向
け

29

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
第
４
期
計
画
で

施
設
整
備
と
既
存
保
育
所
の
定
員
増
、

新
制
度
下
で
の
弾
力
運
用
な
ど
に
着

実
に
取
り
組
み
、　

年
度
当
初
で
は

29

待
機
児
童
・
保
留
者
を
解
消
で
き
る

考
え
で
す
。

◆
子
ど
も
支
援
室　
　

月
に
保
健
セ

10

ン
タ
ー
４
階
に
開
設
し
、妊
娠
、出
産

か
ら
育
児
、就
学
な
ど　

歳
ま
で
の
子

18

育
て
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
し
て
い
ま
す
。妊
娠
届
出
時
の
面
接

や
来
所
・
電
話
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

　

月　

日
現
在
、妊
娠
届
を　

件
受

11

20

128

理
し
妊
娠
中
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

判
断
し
た　

件
で
妊
婦
用
ケ
ア
プ
ラ

35

ン「
ゆ
り
か
ご
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、保

健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
関
係
各
課

と
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
電

話　

件
、
来
所　

件
、
文
書
１
件
の

53

35

計　

件
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

89
◆
学
童
保
育
所
の
過
密
化
対
策　
　
11

月
１
日
時
点
の
入
所
児
童
数
は
千　
330

人
で
、
前
年
同
時
期
よ
り　

人
多
い

98

状
況
で
す
。
保
育
室
面
積
１
人
当
た

り
1
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回
る

65

施
設
は　
か
所
、う
ち
小
学
校
区
単
位

10

で
複
数
施
設
あ
る
校
区
が
４
か
所
、単

独
施
設
の
校
区
で
は
１
か
所
で
す
。

　

野
田
第
二
学
童
保
育
所
移
設
と
清

水
第
三
学
童
保
育
所
の
新
設
設
計
を

進
め
、
さ
ら
に
北
部
学
童
保
育
所
移

設
の
設
計
委
託
料
な
ど
の
補
正
予
算

を
今
議
会
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金　
　

月　

日
現

11

20

在
、
申
請
率
は
臨
時
福
祉
給
付
金
で

　

・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
子
育
て
世
帯

73臨
時
特
例
給
付
金
で　

・
６
パ
ー
セ

98

ン
ト
で
す
。

◆
重
度
心
身
障
が
い
児（
者
）施
設
東

葛
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
光
陽
園　
　
26

年
開
設
当
初
に
想
定
し
た
医
師
と
看

護
師
の
必
要
数
が
確
保
で
き
ず
、
入

所
者
定
員　

人
に
対
し　

人
の
み
の

80

30

受
け
入
れ
で
し
た
が
、
増
員
が
見
込

め
な
い
と
運
営
上
の
収
支
が
悪
化
す

　

船
形
の
第
二
福
祉
ゾ
ー
ン
の
障
が

い
者
に
も
対
応
し
た　

床
の
「（
仮

90

称
）船
形
福
祉
施
設
サ
ル
ビ
ア
」は
、　29

年
４
月
開
所
へ
の
工
事
契
約
締
結
に

向
け
入
札
手
続
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

愛
宕
駅
東
第
一
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
内
中
心
市
街
地
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム　

床
は
、
茨
城
県
坂
東

70

市
が
本
部
の
「
社
会
福
祉
法
人
法
師

会
」
を
事
業
者
の
候
補
者
と
し
９
月

に
決
定
し
ま
し
た
。　

年
４
月
開
所
に

30

向
け　

月
に
近
隣
住
民
へ
の
説
明
を

11

行
い
、県
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
市
民
後
見
人
講
座　
　

人
か
ら
申

21

込
み
が
あ
り
、
委
託
先
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
書
類
審
査
と
面
接
の
結
果
、

　

人
で　

月
に
開
講
し
ま
し
た
。２
月

13

10

ま
で
体
験
実
習
を
含
む　

日
間　

時

11

62

間
の
講
習
で
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

る
と
し
て
施
設
側
が
公
的
援
助
を
要

望
し
、
県
と
関
係
６
市
で
協
議
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
運
営
費
へ
の
追
加

支
援
は
行
わ
な
い
と
い
う
約
束
で
補

助
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
や
関
係
他

市
が
支
援
す
る
方
針
で
、
市
か
ら
の

入
所
者
も
含
め
障
が
い
者
の
今
後
の

生
活
を
鑑
み
、
今
回
限
り
支
援
も
や

む
を
得
な
い
と
考
え
、
今
議
会
の
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
食
育
計
画　

６
月
の
保
健
医
療
問

題
審
議
会
で
の
素
案
の
承
認
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
経
て　
10

月
に
答
申
を
頂
き
策
定
し
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営　

一
般

被
保
険
者
分
の
保
険
給
付
費
は
、　

月
10

時
点
で
前
年
度
比
で
約
７
パ
ー
セ
ン

ト
伸
び
、　

年
度
は
本
年
度
の
剰
余
金

28

と
国
保
財
政
調
整
基
金
の
活
用
で
何
と

か
収
支
が
取
れ
る
見
込
み
で
、　

月
の

11

国
保
運
営
協
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

１
月
に
再
度
収
支
見
込
み
を
作
成

し
、
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
場
合
は
、

対
応
を
早
急
に
審
議
い
た
だ
き
た
い

旨
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

◆
野
田
市
教
育
大
綱　

パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
を
経
て　
月
の
総
合
教

10

育
会
議
で
決
定
さ
れ
策
定
し
ま
し
た
。

◆
い
じ
め
問
題　

６
月
に
全
校
児
童
･

子育ての専門家があらゆる相談に対応

教
育
の
充
実
と
青
少
年
の

健
全
育
成
の
強
化

禦

福
祉
・
医
療
・
雇
用
の

充
実

15人の地域枠を持つひばり保育園



方
法
の
ア
イ
デ
ア
募
集
は
、　

件
応
募

56

を
頂
き
、審
議
会
で
選
ば
れ
た　

件
を

10

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
展
示
の
ほ
か
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
政
策
審
議
会
の
東
京
圏
に
お

け
る
今
後
の
都
市
鉄
道
の
あ
り
方
に

関
す
る
小
委
員
会
で
、都
県
政
令
市
・

鉄
軌
道
事
業
者
な
ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
な
ど
の
審
議

や
委
員
か
ら
提
案
な
ど
を
募
集
す
る

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
委
員
会
は
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

大
会
に
向
け
優
先
的
に
検
討
が
進
め

ら
れ
た
路
線
を
軸
に
、
鉄
道
整
備
へ

の
総
投
資
額
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
国
全
体
の
公
共
事

業
へ
の
投
資
額
の
縮
小
の
中
で
安
心

し
て
い
ら
れ
な
い
状
況
で
、
取
り
組

み
の
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、　

月
の
東
京
直
結
鉄
道
建

11

　

な
お
、
必
要
な
施
設
整
備
が
判
明

し
た
た
め
、
今
議
会
に
補
正
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
セ
ン
タ
ー
併
設
の
こ
だ
ま

学
園
と
あ
す
な
ろ
職
業
指
導
所
の
保

護
者
の
皆
様
と
も
定
期
的
な
話
合
い

の
場
を
持
ち
た
い
考
え
で
す
。

◆
野
田
市
開
発
協
会　

９
月
は
豪
雨

で
ひ
ば
り
コ
ー
ス
が
冠
水
し
、
入
場

者
数
が
昨
年
比
で
４
千　

人
減
の
千

297

　

人
と
な
っ
た
結
果
、
ひ
ば
り
・
け

172や
き
両
コ
ー
ス
の
４
月
か
ら　

月
ま

11

で
の
入
場
者
数
は
、
前
年
度
比
で
千

　

人
減
、
率
で
1
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

165ほ
ど
前
年
度
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

年
度
か
ら　

年
度
の
税

24

26

務
調
査
で
２
点
の
修
正
申
告
が
必
要

と
な
り
追
徴
課
税
４
千　

万
千　

円

204

600

を
納
付
し
ま
し
た
が
、
当
期
は　

万
900

円
程
度
の
黒
字
の
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
経
費
削
減
や
、
冬
季
特
別

割
引
料
金
の
導
入
な
ど
、
収
支
の
改

善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
放
射
能
問
題　

対
策
経
費
の
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
へ

の
あ
っ
せ
ん
申
立
て
の
追
加
説
明
や

資
料
を　

月
に
提
出
し
ま
し
た
。
東

10

京
電
力
か
ら
反
論
な
ど
が
あ
れ
ば
書

設
・
誘
致
促
進
連
絡
協
議
会
臨
時
総

会
で
早
急
な
署
名
活
動
が
決
ま
り
、市

で
も
野
田
商
工
会
議
所
を
中
心
に
東

京
直
結
鉄
道
を
実
現
す
る
会
が
設
立

さ
れ
署
名
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
以
降
の
国
土
交
通
省
へ
の
要

望
活
動
で
地
元
の
熱
意
や
取
り
組
み

を
改
め
て
示
し
、今
年
度
末
に
取
り
ま

と
め
が
見
込
ま
れ
る
答
申
で
の
明
確
な

位
置
付
け
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度　

総
合
公
園
は
、

　

月
の
第
２
回
選
定
委
員
会
で
野
田

10市
開
発
協
会
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

共
同
事
業
体
に
、
野
田
公
民
館
、
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、文
化
会
館
は

　

月
の
第
２
回
選
定
委
員
会
で
野
田

11市
文
化
会
館
・
欅
の
ホ
ー
ル
活
性
化

共
同
体
に
候
補
者
が
決
定
し
、今
議
会

に
指
定
の
議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
末
で
指
定
期
間
満
了
の
尾

28
崎
と
南
部
の
保
育
所
は
、
保
護
者
説

明
会
で
７
年
間
の
指
定
期
間
で
理
解

が
得
ら
れ
、
選
定
委
員
会
の
審
議
を

経
て
、
３
月
議
会
に
指
定
の
議
案
を

提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
育
成
園
は
、
８
月
、　

月
、

10

　

月
に
、
市
、
指
定
管
理
者
、
保
護

11者
の
３
者
で
話
合
い
を
し
、
今
後
も

定
期
的
に
開
催
し
た
い
考
え
で
す
。

日
か
ら
２
月　

日
ま
で
休
場
し
ま
す
。

29

◆
新
清
掃
工
場
建
設　
　

月
の
新
清

10

掃
工
場
建
設
候
補
地
選
定
審
議
会
で

審
議
い
た
だ
い
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
た
た
き
台
が
ま
と
ま
り
、　

月
11

に
第
二
清
掃
工
場
隣
接
候
補
地
の
地

元
自
治
会
の
一
部
で
構
成
さ
れ
る
新

清
掃
工
場
対
策
委
員
会
に
、　

月
に
地

12

元
自
治
会
長
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

建
設
予
定
地
隣
接
候
補
地
の
地
元
自

治
会
に
、
一
刻
も
早
く
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
実
施
を
理
解
い
た
だ
く
よ
う

十
分
な
説
明
や
協
議
と
情
報
提
供
な

ど
を
粘
り
強
く
行
う
考
え
で
す
。

◆
ご
み
減
量
対
策　
　

月
の
廃
棄
物

10

減
量
等
推
進
審
議
会
で
、
家
庭
用
生

ご
み
処
理
機
の
容
器
の
助
成
対
象
増

や
助
成
限
度
額
と
補
助
率
引
上
げ
な

ど
を
決
定
い
た
だ
い
た
ほ
か
、　

年
28

度
の
啓
発
冊
子
「
野
田
市
の
ご
み
の

出
し
方
資
源
の
出
し
方
」
に
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
や
事
業
系
ご
み
の
減
量

の
取
り
組
み
、家
庭
ご
み
と
資
源
物
の

処
理
の
行
方
な
ど
を
掲
載
す
る
こ
と

と
し
、指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
枚
数
の

見
直
し
や
紙
お
む
つ
対
策
は
引
き
続

き
審
議
い
た
だ
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
水
切
り
及
び
生
ご
み
減
量

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、担

任
教
師
を
中
心
と
し
た
き
め
細
や
か

な
対
応
と
と
も
に
、情
報
を
全
校
で
共

有
し
、組
織
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
の
教
育
委
員
会
の
追
跡
調
査

で
は
解
消
率
は　

・
１
パ
ー
セ
ン
ト

93

で
、継
続
的
な
対
応
を
続
け
る　

校
、

14

　

件
に
支
援
と
指
導
、
助
言
を
行
っ

43て
い
ま
す
。

　
　

月
の
２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

11
新
た
に
把
握
し
た
情
報
も
各
学
校
で

き
め
細
か
く
対
応
し
、１
月
以
降
、追

跡
調
査
と
支
援
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

◆
文
化
会
館
の
屋
上
・
外
壁
防
水
改

修　

防
水
工
事
が
終
了
し
、　

月
中

12

に
足
場
の
撤
去
、
１
月
か
ら
基
礎
部

分
の
塗
装
を
行
う
予
定
で
す
。

◆
関
宿
中
央
公
民
館
の
空
調
設
備
改

修　
　

・　

年
度
事
業
と
し
、
６
月

27

28

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ィ
ー
ル
ド
内
の
ウ
レ

タ
ン
な
ど
を
改
修
す
る
た
め　

月　
12

29

魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

ご
み
の
減
量
と

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

東
京
直
結
鉄
道
の
計
画
期
間
内

着
工
に
向
け
て
の
取
組
強
化

行
政
改
革
の
徹
底

諸
般
の
報
告

イベント会場などで署名活動を展開

日本陸上競技連盟第３種公認を更新



　

年
度
の
小
学
校
と
幼
稚
園
分
が
事

29業
費
約　

億
円
の
う
ち
5
億
円
で
す
。

34

２
か
年
で
約
７
億
円
の
一
般
財
源
は

公
共
施
設
整
備
基
金
を
活
用
し
ま
す

が
、
起
債
は
全
て
通
常
債
で
後
年
度

の
公
債
費
負
担
増
は
避
け
ら
れ
ず
、さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
や
聖
域
な
き
事

業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
等　

市
民
や
産
業
界
な
ど
各
分
野

か
ら
７
人
を
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
専
門
委
員
に
委
嘱
し
、　

月
の
第
１

10

回
会
議
で
野
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

に
、第
２
回
会
議
で
野
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
案
）に
意

見
を
頂
き
、各
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券　

８
月
ま

で
の
引
換
販
売
で
残
っ
た　

セ
ッ
ト

828

を
抽
選
で
販
売
し
、引
換
え
残
の　
セ
18

ッ
ト
を
先
の
抽
選
で
落
選
し
た
方
に

再
度
の
抽
選
で
販
売
し
ま
し
た
。

◆
個
人
情
報
保
護
の
制
度
運
用
の
抜

本
的
見
直
し　

行
政
不
服
審
査
法
の

改
正
内
容
を
精
査
し
つ
つ
見
直
し
案

を
ま
と
め
、
１
月
に
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
ま
す
。

◆
国
勢
調
査　
　

月
の
調
査
員
の
調

10

査
票
紛
失
事
故
で
、
紛
失
し
た
世
帯

を
始
め
、国
勢
調
査
の
信
頼
を
損
ね
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
旭
化
成
建
材
株
式
会
社
の
杭
施
工

問
題　

同
社
か
ら「
市
内
公
共
施
設
に

該
当
物
件
は
な
い
」と
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
、過
去　

年
間
の
ほ
か
の
工
法
で

10

の
同
社
関
与
の
７
件
を
含
む　

件
の

13

杭
工
事
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、デ
ー
タ

流
用
な
ど
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

民
間
建
築
物
は
、
県
が
指
導
権
限

を
持
ち
、
今
後
、
デ
ー
タ
流
用
な
ど

が
あ
っ
た
施
設
で
建
築
主
、
元
請
け

施
工
者
な
ど
に
適
切
に
指
導
す
る
と

た
が
、市
は
橋
の
再
築
を
都
市
再
生
機

構
に
求
め
て
お
り
、代
理
人
弁
護
士
と

協
議
し
、「
現
段
階
で
の
和
解
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と　

月
の
第
７
回

11

弁
論
準
備
手
続
で
回
答
し
ま
し
た
。

　

都
市
再
生
機
構
も
同
様
の
回
答
で

し
た
が
、
裁
判
所
は
和
解
案
を
提
示

す
る
と
の
こ
と
で
、弁
護
士
と
協
議
し

内
容
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

亨

明
し
、
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
重

点
区
域
設
定
案
を　

月
の
審
議
会
に

12

諮
り
、年
内
に
指
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
有
限
会
社
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー

の
健
康
被
害
問
題　

公
害
等
調
整
委

員
会
か
ら
裁
定
申
請
が
棄
却
さ
れ
、

９
月
の
弁
護
団
、
被
害
者
の
会
と
市

の
３
者
の
協
議
で
、
弁
護
団
か
ら
県

に
要
望
書
を
提
出
し
柏
廃
材
処
理
セ

ン
タ
ー
へ
の
指
導
を
強
く
働
き
か
け

る
べ
き
と
の
提
案
が
あ
り
、
被
害
者

の
会
と
野
田
市
は
、　

月
に
県
に
要

11

望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

面
で
協
議
が
行
わ
れ
、
和
解
案
が
提

示
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

福
田
地
区
の
学
校
４
校
と
保
育
所

２
か
所
の
被
ば
く
積
算
線
量
の
計
測

で
想
定
年
間
積
算
線
量
は
、0
・　

か
167

ら
0
・　

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。

286

　

中
間
処
理
後
の
側
溝
汚
泥
の
放
射

能
濃
度
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

　

か
ら
千　

ベ
ク
レ
ル
で
し
た
。

327

407

◆
市
民
向
け
ふ
る
さ
と
納
税　

小
中

学
校
、幼
稚
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

た
め
、学
校
施
設
整
備
等
基
金
へ
の
寄

附
を
募
っ
て
い
ま
す
。　

月
1
日
の
開

10

始
か
ら　

月　

日
ま
で　

件
、　

万

11

20

153

378

４
千　

円
の
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

690

◆
エ
ア
コ
ン
整
備　

総
事
業
費
約　
53

億
円
を
見
込
み
、
充
当
率
が　

パ
ー

75

セ
ン
ト
の
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業

債
を
使
い
、
残
る　

パ
ー
セ
ン
ト
の

25

う
ち
１
年
度
３
億
円
が
上
限
の
県
の

市
町
村
振
興
資
金
を
充
当
し
ま
す
。

一
般
財
源
は　

年
度
の
中
学
校
分
が

28

事
業
費
約　

億
円
の
う
ち
約
２
億
円
、

19

◆災害対策費指定寄附金…葛２３万９,２０２
円＝野田市文化団体協議会会長髙梨兵
左衛門様（中野台）
◆学校施設整備等基金指定寄附金…葛
３９万円＝山本章裕様（野田）葛４０万１,６９０
円＝フラスタジオ カ.レイアロハ代表髙
野カツ子様（桜の里三丁目）
◆関宿あおぞら広場の利用促進…葛長机
３０台（２４万８,４００円相当）＝日本ボーイ
スカウト千葉県連盟理事長佐藤 一  石 様

かず し

（千葉市）
◆消防施設備品…葛冷蔵庫７台（１００万
円相当）＝田中和子様（東宝珠花）

寄　附

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
適
切

な
指
導
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

◆
二
次
予
防
参
加
判
定
委
託
料　

対

象
者
を
把
握
す
る
生
活
機
能
の
チ
ェ

ッ
ク
と
検
査
は　

年
度
で
廃
止
と
国

26

か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、　

年
27

度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
に
予
算
措

置
し
て
い
ま
し
た
。　

月
ま
で
の
執

12

行
分
と
諸
経
費
は
一
般
会
計
の
予
備

費
で
対
応
し
、
１
月
以
降
分
は
、
一

般
会
計
に
組
み
替
え
る
補
正
予
算
を

今
議
会
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
の
被
害

状
況
と
対
策　

床
上　

件
（
住
家
６

14

件
、
非
住
家
８
件
）、
床
下　

件
（
住

48

家
）
の
浸
水
被
害
で
、
道
路
冠
水
は

　

か
所
で
し
た
。
水
路
な
ど
の
整
備

74の
ほ
か
、 
浚 しゅん 
渫 
と
排
水
ポ
ン
プ
の
設

せ
つ

置
・
強
化
な
ど
各
流
域
に
応
じ
改
善

策
を
行
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ま
め
メ
ー
ル
な
ど
で
の
情
報
発
信
は
、

庁
内
体
制
を
見
直
し
、速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

柳
耕
地
ほ
場
や
岡
田
幹
線
排
水
路

で
は
、
災
害
査
定
額
に
国
の
８
割
の

補
助
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
復
旧
工

事
は
国
、県
と
協
議
し
着
手
し
ま
す
。

◆
株
式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー

ム
の
減
資　
　

年
度
税
制
改
正
で
、

27

資
本
金
の
額
を
１
億
円
以
下
に
す
る

こ
と
が
財
務
面
で
有
益
だ
と
判
明
し
、

手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。無
償
減
資
で

同
社
財
産
は
減
資
前
後

で
全
く
変
わ
ら
ず
、
会

計
上
の
処
理
で
す
。

◆
と
ん
と
ん
み
ず
き
橋

の
再
築
に
向
け
た
訴
訟

　
　

月
に
千
葉
地
方
裁

10
判
所
松
戸
支
部
で
第
６

回
弁
論
準
備
手
続
が
あ

り
裁
判
所
か
ら
和
解
で

の
解
決
が
望
ま
し
い
と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

梅郷駅西口周辺も重点区域候補地に

◆
野
田
市
ポ
イ
捨
て
等
禁
止
及
び
環

境
美
化
を
推
進
す
る
条
例　

違
反
者

に
過
料
を
科
す
罰
則
規
定
が
あ
る
重

点
区
域
の
指
定
に
向
け
、
市
内
各
駅

周
辺
の
ポ
イ
捨
て
と
路
上
喫
煙
な
ど

の
調
査
結
果
を
８
月
の
環
境
審
議
会

に
報
告
し
ま
し
た
。　

月
の
審
議
会

11

で
再
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
重
点
区

域
の
候
補
地
の
案
を
提
案
し
、
梅
郷

駅
東
口
周
辺
・
西
口
周
辺
を
候
補
地

に
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
元
自
治
会
な
ど
に
説



享

　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
利

用
が
、
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
や
税
務
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
の
行
政
機
関
で
、
社
会
保
障

や
税
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
を
す
る

と
き
に
、
申
請
書
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

市
の
窓
口
で
申
請
書
な
ど
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
る
主

な
手
続
き
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
請
書
な
ど
の
提
出
の
際
は
、
個

人
番
号
と
本
人
の
身
元
確
認
が
必
要

で
す
。
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
。
顔
写
真
が
な
い
本
人
確
認
書
類

の
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
や
年
金
手
帳
な
ど
２
種
類
以
上

の
書
類
が
必
要
）
か
、
申
請
に
基
づ

き
今
後
交
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
よ
っ
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
入
や
提
示
が
必
要
に

な
る
時
期
が
違
い
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
各
手
続
き
の
担
当
課
に
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は 

１
月
以
降
に
交
付　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
は
、
個
人
番
号
の
確
認
や
本
人
確

認
の
際
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
交

付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
申
請
を
し
て
い
る
方
へ
の

交
付
は
、
１
月
以
降
を
予
定
し
て
い

ま
す（
交
付
開
始
日
は
未
定
）。

　

住
所
が
野
田
地
域
の
方
は
市
役
所

市
民
課
で
、
住
所
が
関
宿
地
域
の
方

は
関
宿
支
所
で
交
付
し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た

方
に
は
、
準
備
が
整
い
次
第
、
は
が

き
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

を
送
り
、
交
付
時
期
や
必
要
書
類
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課
、
通
知
カ

ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
こ
と
は

市
民
課
か
市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
６
８ 

０
６
７
８
（
平
日
９
時

　

分
～　

時
）、制
度
の
こ
と
は
国
の

30

17

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
日
本
語
対
応
☎

０
１
２
０（　

） ０  
１  
７  
８ 
（
平
日
９

マ 

イ 
ナ
ン 
バ
ー

95

時　

分
～　

時
、
土
・
日
・
轄祝
 

９
時

30

22

　

分
～　

時　

分
）・
外
国
語
対
応
☎

30

17

30

０
１
２
０（ 
０  
１  
７  
８ 
）２
６
（
平
日

マ 

イ 
ナ
ン 
バ
ー

９
時　

分
～　

時
、
土
・
日
・
轄祝
 

９

30

20

時　

分
～　

時　

分
）

30

17

30

－

健
康
保
険
や
税
な

ど
の
手
続
き
で

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
ス
タ
ー
ト

担当課手続き葛暮らし

市民課転入・転居・転出などの異動／戸籍届出の氏名などの 
変更住民票・戸籍

担当課手続き葛保険・医療

国保年金課

加入・脱退／修学や施設入所のための市外転出／被保険
者氏名、被保険者世帯、住所、世帯主の変更／療養費、
特別療養費、移送費、高額療養費、高額介護合算療養費、
食事医療費標準負担額減額差額の支給申請／第三者行為
による被害の届出／被保険者証、被保険者資格証明書の
再交付申請／限度額適用認定証、限度額適用・標準負担
額減額認定証、標準負担額減額認定証、特定疾病認定証
の交付・再交付の申請／国民健康保険税減免の申請／基
準収入額適用申請／特別の事情に関する届出

国民健康保険

国保年金課

加入・脱退（６５歳以上７５歳未満で一定の障がいのある方
で加入希望者）／被保険者証等の再交付申請／住所地特
例の届出／基準収入額適用申請／限度額適用・標準負担額
減額認定申請／食費療養費差額申請／高額療養費及び高
額介護合算支給申請／特定疾病認定申請／資格取得（変
更・喪失）届出／障害状態不該当届出

後期高齢者医療

担当課手続き葛税金

課税課
市・県民税申告書の提出（注）／給与支払報告書の提出 
（注）／公的年金等支払報告書の提出（注）／市・県民税減 
免申請書の提出

市民税

課税課
償却資産申告書の提出／固定資産税・都市計画税減免申
請書の提出／相続に係る固定資産を現に所有する者の届
の提出

固定資産税

課税課軽自動車税減免申請書の提出軽自動車税
（注）平成２８年分以降の所得に係る申告書から適用

担当課手続き葛介護・福祉

介護保険課

要介護・要支援認定の新規・更新の申請／要介護・要支
援認定の区分変更の申請／被保険者証等の再交付の申請
／負担限度額認定の申請／高額介護サービス費の支給の
申請／居宅サービス計画作成依頼（変更）の届出／介護予 
防サービス計画作成依頼（変更）の届出

介護保険

障がい者支援課

身体障害者手帳の申請／精神保健福祉手帳の申請／特別 
障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の申請／
自立支援医療（精神通院、育成医療、更生医療）に関する
申請／特別児童扶養手当の申請／総合支援法に基づく障
害福祉サービスの申請／障害児通所支援の給付申請／総
合支援法に基づく補装具に関する申請

福祉

生活支援課生活保護の申請

担当課手続き葛子育て

児童家庭課児童手当の新規認定請求／児童扶養手当の新規認定請 
求／未熟児養育医療の給付申請

給付や届出
保育課保育所への入所申し込み

学校教育課小・中学校就学援助制度の医療券交付申請／幼稚園への
入園申し込み

保健センター 
子ども支援室母子健康手帳の交付申請（妊娠届出）

※上表の手続き以外にも、個人番号が必要になる場合があります

■マイナンバーの記載が必要となる主な手続き



　

伝
承
に
よ
る
と
、
野
田
で
の
醬
油

醸
造
は
、
永
禄
年
間
（
１
５
５
８
～

１
５
７
０
）
年
に
飯
田
市
郎
兵
衛
が

 
溜 たまり 
醬 しょう 
油 
を
作
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と

ゆ

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代

の
中
ご
ろ
を
過
ぎ
る
と
本
格
的
に
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

野
田
の
醬
油
醸
造
の
発
展
は
地
理

的
な
要
因
と
し
て
、
江
戸
川
を
開
削

し
、
江
戸
湾（
東
京
湾
）に
流
れ
込
ん

で
い
た
利
根
川
の
流
れ
を
東
に
付
け

替
え
る
「
利
根
川
の
東
遷
」
事
業
が

承
応
３（
１
６
５
４
）年
に
完
成
し
た

こ
と
で
、
川
を
使
っ
た
河
川
交
通
で

原
料
で
あ
る
大
豆
・
小
麦
・
塩
が
生

産
地
か
ら
手
に
入
り
や
す
か
っ
た
こ

と
、
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
へ
の
水

運
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、　

世
紀
の
は
じ
め
に
は
、

19

関
東
産
の
「
濃
い
口
醬
油
」
が
江
戸

っ
子
の
味
覚
に
あ
っ
た
こ
と
も
要
因

と
な
り
、
野
田
の
醬
油
が
関
西
の
醬

油
に
と
っ
て
代
わ
り
、
江
戸
へ
の
出

荷
が
進
み
ま
し
た
。

醬
油
産
業
と
と
も
に

発
展
す
る
野
田

　

明
治
期
に
な
る
と
、
野
田
の
中
心

的
な
産
業
だ
っ
た
醬
油
醸
造
業
は
、

嗜好や品質に合わせ多種多様な商品が登嗜好や品質に合わせ多種多様な商品が登場場
将
相

衝
翔

　

「
野
田
市
は
、“
し
ょ
う
”
の
ま
ち
で
す
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
“
し
ょ
う
”
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

今
号
は
正
月
号
に
ち
な
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
“
し
ょ
う
”
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
醬
油
産
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
を
は
じ

め
、
市
の
文
化
や
偉
人
、
さ
ら
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル

と
し
た
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
  
野
田
の
醬
油

市役所周辺上空から愛宕駅方面を望む（平成２７年８月撮影）

京



さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治　

（
１
８
８
７
）
年
に
野
田

20

醬
油
醸
造
組
合
が
設
立
さ
れ
、
同　
33

年
（
１
９
０
０
）
年
に
は
醬
油
蔵
と

製
品
を
積
み
出
す
江
戸
川
の
河
岸
を

結
ぶ
人
力
ト
ロ
ッ
コ
が
往
来
す
る

「
人
車
鉄
道
」
が
敷
設
。
同　

（
１

44

９
１
１
）
年
に
、
野
田
～
柏
間
に
千

葉
県
営
軽
便
鉄
道
が
開
通
さ
れ
、
陸

送
会
社
も
設
立
さ
れ
て
鉄
道
輸
送
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
千
葉
県
営
軽
便
鉄
道
は
、

そ
の
後
、さ
ま
ざ
ま
な
会
社
を
経
て
、

現
在
は
東
武
野
田
線
（
東
武
ア
ー
バ

ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）と
し
て
、日
々
、

通
勤
通
学
な
ど
で
野
田
市
民
の
足
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
第
一
次
世
界

大
戦
の
影
響
に
よ
っ
て
、
野
田
の
醬

油
産
業
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
好
景

気
と
な
る
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
手

作
業
中
心
の
醸
造
方
法
や
昔
な
が
ら

の
経
営
方
針
を
見
直
し
、
大
正
６

（
１
９
１
７
）年
に
、野
田
の
醸
造
家

８
家
が
合
同
し
て
株
式
会
社
を
設
立

す
る
な
ど
、
近
代
化
を
推
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
醬
油
の
輸
送
方

法
に
も
、
大
き
な
変
化
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
水
運
が
中
心

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た

が
、
大
正　

（
１
９
２
３
）

12

年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
舟
運

は
次
第
に
鉄
道
貨
物
輸
送
に
、

さ
ら
に
陸
路
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
へ
と
物
流
の
主
役
が
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
戦
争
の
影
響

や
戦
後
の
復
興
、
高
度
経
済

成
長
な
ど
を
通
し
て
、
醬
油

醸
造
産
業
の
発
展
と
と
も
に

野
田
市
は
繁
栄
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

醬
油
は
、
古
く
か
ら
今
日
ま
で
続

く
日
本
の
食
文
化
を
支
え
る
調
味
料

で
す
が
、
食
文
化
の
違
う
海
外
で
あ

っ
て
も
、
１
９
８
０
年
代
ご
ろ
か
ら

の
日
本
食
ブ
ー
ム
が
け
ん
引
役
と
な

り
、
世
界
各
地
へ
の
醬
油
の
輸
出
や

海
外
の
工
場
で
の
生
産
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

醬
油
は
、
万
能
調
味
料
と
し
て
、

欧
米
で
も
そ
の
味
覚
が
定
着
し
親
し

ま
れ
て
い
る
「
世
界
の
味
」
で
す
。

　

鈴
木
貫
太
郎
翁
は
、昭
和　
（
１
９

20

４
５
）年
、歴
代
最
年
長
の　

歳
で
内

77

閣
総
理
大
臣（
首
相
）に
就
任
し
、
戦

争
終
結
に
尽
力
し
て
、
今
日
の
平
和

の
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。

　

終
戦
と
と
も
に
故
郷
関
宿
に
戻
り
、

晩
年
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
酪

農
の
普
及
な
ど
、
関
宿
の
地
域
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貫
太
郎
翁
は
数
々
の
言
葉

を
残
し
て
お
り
、翁
の
人
生
訓「
正
直

会
に
よ
り
昭
和　
（
１
９
６
３
）年
に

38

旧
宅
の
隣
に
開
館
さ
れ
、
関
宿
町
へ

と
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
終
戦
か
ら　

年
の
節
目
の

70

年
に
あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
は
、

終
戦
時
に
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
昭

和
の
尊
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
戦
後　

周
年
記
念
事
業
を
８

70

月
に
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
で
開
催
し
た

特
別
展
で
は
、
貫
太
郎
翁
が 
揮  
毫 
し

き 
ご
う

た
「 
清  
政  
和  
人 
」
や
「

せ
い 
せ
い 
わ 
じ
ん

 
公  
明  
正  
大 
」

こ
う 
め
い 
せ
い 
だ
い

な
ど
の 
扁  
額 
や
掛
軸
、
皇
室
か
ら
鈴

へ
ん 
が
く

木
家
に
贈
ら
れ
た 
板  
谷  
波  
山  
作  
花  
瓶 
、

い
た 
や 

は 
ざ
ん 
さ
く 
か 
び
ん

翁
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
た
と
こ

ろ
、３
千　

人
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

388

　

ほ
か
に
も
、
古
賀
誠
氏
（
自
由
民

主
党
元
幹
事
長
）
を
迎
え
て
の
平
和

講
演
会
や
、
終
戦
に
導
く
貫
太
郎
翁

の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
映
画
「
日
本

の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」
の
試
写
会
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

野
田
か
ら

世
界
の
食
卓
へ

戦
後　

周
年
に

７０

平
和
の
大
切
さ
を
再
確
認

式典で貫太郎翁のご遺族がテープカッ式典で貫太郎翁のご遺族がテープカットト

       
終
戦
時
の
首
相

特別展で貴重な史料を展特別展で貴重な史料を展示示

に
腹
を
立
て
ず
に 
撓 
ま
ず
励
め
」は
、

た
ゆ

翁
が
卒
業
し
た

前
橋
市
の
小
学

校
に
今
も
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
は
、
貫
太
郎

翁
の
没
後
、
終
戦
時
の
内
閣
総
理
大

臣
と
し
て
の
業
績
を
広
く
紹
介
す
る

た
め
、
財
団
法
人
鈴
木
貫
太
郎
記
念

和
天
皇
を

支
え
、「
永

遠
の
平
和
」

と
い
う
言

葉
を 
遺 
し
の
こ

て
こ
の
世

を
去
ら
れ

た
貫
太
郎

翁
を 
偲 
ぶ

し
の

と
と
も
に
、

市
民
一
人

一
人
に
平

鈴木貫太郎鈴木貫太郎翁翁
（１８６８年～１９４（１８６８年～１９４８８年）年）

三代歌川広重作「大日本物産図会　下総国醬油製造之図」
　明治１０年の作。醬油蔵の様子が描かれており、醬油の質が
上質品であると記されている。（野田市郷土博物館所蔵）

侍従長時侍従長時代代

供



　

関
宿
城
は
、
長
禄
元
（
１
４
５
７
）

年
に
、
足
利
氏
に
仕
え
た 
簗  
田 
氏
が

や
な 
だ

関
宿
を
領
し
た
際
に
築
い
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
宿
城
は

い
わ
ば
水
を
防
御
に
利
用
す
る
水
城

の
よ
う
な
つ
く
り
で
、城
の
南
と
東
を

守
り
固
め
る
と
い
う
構
造
か
ら「
関
宿

の
城
要
塞
堅
固
」と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
宿
城
は
、
１
５
７
０
年
代
に
北

条
氏
が
簗
田
氏
と
の
戦
い
に
勝
っ
て

以
降
、小
田
原
北
条
氏
が
滅
亡
す
る
ま

で
、北
条
氏
の
支
配
が
続
き
ま
し
た
。

　

天
正　

（
１
５
９
０
）
年
に
は
徳

18

川
家
康
の
関
東
入
部
に
際
し
、
家
康

の
異
父
弟
松
平
康
元
が
２
万
石
で
関

宿
城
に
入
城
。
そ
の
後
は
城
主
が
代

々
変
わ
る
も
、
明
治
の
廃
藩
置
県
に

す
る
運
搬
船
は
昭
和
初
期
ま
で
物
流

の
か
な
め
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
、利
根
川
と
江
戸
川
に

挟
ま
れ
た
ス
ー
パ
ー
堤
防
上
に
、
県

立
関
宿
城
博
物
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

慶
応
４（
１
８
６
８
）年
４
月
１

日
、
葛
飾
郡
東
宝
珠
花
村
（
現
在
の

野
田
市
東
宝
珠
花
）
に
生
ま
れ
た
関

根
金
次
郎
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

将
棋
が
強
く
、
小
学
校
に
入
学
す
る

こ
ろ
に
は
地
元
に
敵
が
お
ら
ず
、
や

が
て
そ
の
腕
前
は
、「
宝
珠
花
小
僧
」

と
称
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

歳
の
と
き
に
棋
士
を
志
し
て
上

11
京
。修
行
を
重
ね
て
明
治　
（
１
８
９

30

７
）年
に
は
六
段
、間
も
な
く
七
段
と

進
み
、
同　
（
１
９
０
５
）年
に
は
、

38

名
人
以
外
で
は
最
高
位
と
な
る
八
段

準
名
人
に
昇
格
し
ま
す
。

　

大
正　
（
１
９
２
１
）年
、　

歳
で

10

53

十
三
世
名
人
に
就
い
た
あ
と
は
、　
340

年
続
い
た
世
襲
制
と
終
身
名
人
制
を

廃
止
し
、
選
手
権
に
よ
る
実
力
名
人

制
を
制
定
し
た
ほ
か
、
現
在
の
日
本

将
棋
連
盟
の
前
身
で
あ
る
将
棋
大
成

会
を
興
す
な
ど
、
今
日
の
将
棋
界
の

盛
隆
の
基
礎
を
築
き
「
近
代
将
棋
の

父
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
た
え
、
旧
野
田
市
と
旧
関
宿
町
の

合
併
重
点
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
平

成　

年
４
月
１
日
、
い
ち
い
の
ホ
ー

16
ル
の
５
階
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

展
示
室
で
は
、
金
次
郎
愛
用
の
将

棋
盤
や
駒
な
ど
、
ゆ
か
り
の
品
々
が

展
示
さ
れ
、
さ
ら
に
、
野
田
で
開
催

さ
れ
た
名
人
戦
や
竜
王
戦
で
使
わ
れ

た
品
々
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
室
の
隣
に
は
、
対
局

根
金
次
郎
支
部
が
あ
り
ま
す
。
名
人

の
名
前
が
支
部
名
と
な
っ
て
い
る
の

は
、全
国
で
も
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
関
根
金
次
郎
支
部
が
中
心
と

よ
り
藩
が
な
く

な
る
ま
で
、
水

上
交
通
の
要
衝

と
し
て
歴
史
的

に
重
要
な
位
置

を
占
め
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
関
根
名
人
記
念
館
」
は
、
十

三
世
名
人
関
根
金
次
郎
の
偉
業
を

室
が
あ
り
、

毎
日
、
愛
好

者
が
将
棋
の

駒
を
指
し
合

う
音
が
響
い

て
い
ま
す
。

　

野
田
市
に

は
、
日
本
将

棋
連
盟
の
関

関
根
名
人
記
念
館
か
ら

第
二
の「
宝
珠
花
小
僧
」を

　平成２１年２月に合併５周年記念事業として
「女流名人位戦」（現在は女流名人戦）を開催し
て以来、毎年開催しています。
　８回目となる今年は１月３１日に、防衛か新女
流名人が決まる可能性がある天王山の５番勝
負の第３局として開催されます。
【問合せ】商工観光課（観覧希望者は１４面参照）

通算６期の里見女流名通算６期の里見女流名人人

       
近
代
将
棋
の
父

      
水
陸
物
流
の

            
要
衝
の
地

対局室で白熱する子どもたちの将棋対局室で白熱する子どもたちの将棋熱熱

阪田三吉と対局す阪田三吉と対局するる関根金次郎（左）関根金次郎（左）（大正６年１０月２２日撮影（大正６年１０月２２日撮影））

　

古
く
か
ら
も
治
水
の
重
要
拠
点
で

し
た
が
、
江
戸
時
代
に
完
成
し
た

「
利
根
川
の
東
遷
」
事
業
で
太
平
洋

か
ら
江
戸
へ
の
輸
送
日
数
の
大
幅
な

短
縮
が
可
能
と
な
り
、
関
宿
を
経
由

江
戸
川
の
開
削
で

物
流
の
要
衝
へ

関宿城まつりで大名行列の再現関宿城まつりで大名行列の再現もも

「関東の富士見百景」にも登「関東の富士見百景」にも登録録

今
に
伝
わ
る

関
宿
城
の
面
影

　

河
川
に
か
か
わ

る
歴
史
や
文
化
を

紹
介
し
、か
つ
て
の

天
守
閣
を
模
し
た

展
望
室
か
ら
は
利

根
川
の
流
れ
や
、関

東
一
円
の
山
並
み

が
一
望
で
き
ま
す
。

侠

な
っ
て
、
市
内
で
は
将
棋
の
大
会
や

教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
将
棋
愛
好
家
で
あ
る

多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
ま
す
。



　

自
然
再
生
や
生
物
多
様
性
の
取
り

組
み
を
進
め
る
市
は
、
そ
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
平
成　

年　

月
か

24

12

ら
「
こ
う
の
と
り
の
里
」
で
飼
育
し
、

野
生
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
か
ら　

年
か
ら
３
年
間
の

27

試
験
放
鳥
の
許
可
を
得
た
こ
と
か
ら
、

　

年
３
月
に
生
ま
れ
た
幼
鳥
３
羽
を
、

27同
年
７
月　

日
に
関
東
初
と
な
る
試

23

験
放
鳥
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
放
鳥
式
典
で
は
一
般
公
募

し
た
中
か
ら
小
学
生
が
投
票
し
決
め

た
３
羽
の
愛
称
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
愛
称
は
、１
羽
目
と
２

羽
目
の
メ
ス
が
「 
愛 
」
と

あ
い

「 
未  
来 
」、３

み 

き

に
飛
び
立
た
せ
る
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス

の
形
で
放
鳥
し
た
と
こ
ろ
、
当
日
夕

方
に
翔
く
ん
と
愛
ち
ゃ
ん
が
飛
び
立

ち
、
翌
朝
未
来
ち
ゃ
ん
も
大
空
に
羽

ば
た
き
ま
し
た
。

　

３
羽
は
、
放
鳥
直
後
に
「
こ
う
の

と
り
の
里
」
周
辺
や
、
茨
城
県
の
守

谷
市
、
坂
東
市
な
ど
の
水
田
を
行
き

来
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
の
空
を
飛
び
ま
わ

り
、
各
地
か
ら
「
見
か
け
た
」
と
い

う
声
や
、
現
地
で
の
様
子
が
撮
影
さ

れ
た
写
真
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
取
り
付
け

た
G
P
S
で
位
置
を
把
握
し
な
が
ら
、

今
後
も
見
守
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
愛
」、「
未
来
」、「
翔
」が

小
学
生
の
想
い
を
乗
せ
て

各
地
か
ら「
見
か
け
た
よ
、

野
田
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
」の
声

羽
目
の
オ

ス
が「 
翔 
」
し
ょ
う

で
す
。

　

式
典
終

了
後
、
施

設
の
天
井

を
覆
う
ネ

ッ
ト
を
開

け
、
自
然

施設で見学できる親鳥（コウく施設で見学できる親鳥（コウくんん（右（右）・コウちゃん））・コウちゃん）

小学生の投票で素敵な愛称小学生の投票で素敵な愛称にに

　
 
愛
、未
来
、翔
が

　
　
　

大
空
を
飛
翔

行方市で撮影された愛ちゃ行方市で撮影された愛ちゃんん倉敷市で撮影された未来ちゃ倉敷市で撮影された未来ちゃんん

石川県七尾市で撮影された翔く石川県七尾市で撮影された翔くんん

質問…コウノトリは、とて
も長い距離を飛んでいま
すが、疲れないんですか？
答え…コウノトリはずっ
と翼を動かして飛んでい
るわけではないんです。
上昇気流に乗った後は羽
ばたかずに滑空している
ので、あまり力を使わず
長い距離を移動できるん
ですね。（見守りボランテ
ィア・斉藤正一さん）

（平成２７年１１月２１日加藤聡氏撮影（平成２７年１１月２１日加藤聡氏撮影））

（平成２７年１１月１７日撮影（平成２７年１１月１７日撮影））（平成２７年１１月２０日林晴美氏撮影（平成２７年１１月２０日林晴美氏撮影））

僑



兇

保
育
所
と
学
童
保
育
所
で

　
　

来
春
の
入
所
児
童
募
集

■学童保育所一覧

■認可保育所一覧

　

野
田
市
成
人
式
を
、
１
月　

日
月

11

　

時　

分（
受
付
開
始
は　

時
）か
ら

10

30

10

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

「
女
流
名
人
戦
」大
盤
解
説
会
の
入
場
者
募
集

　

保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
平
成　
28

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

◆
保
育
所

【
申
込
受
付
】
１
月　

日
金
ま
で

22

【
場
所
】
保
育
課
・
関
宿
支
所
・
各

出
張
所
・
各
保
育
所

◆
学
童
保
育
所

【
申
込
受
付
】
１
月
４
日
鉦
～
２
月

　

日
鐘

10【
場
所
】
児
童
家
庭
課
・
関
宿
支
所
・

各
出
張
所

※
い
ず
れ
も
８
時　

分
～　

時　

分 

３０

１７

１５

（
土
・
日
・
轄祝
 

を
除
く
）

※
結
果
は
３
月
上
旬
に
通
知
予
定
で
す

【
問
合
せ
】
保
育
所
は
保
育
課
、
学

童
保
育
所
は
児
童
家
庭
課

　

里
見
香
奈
女
流
名
人
に
清
水
市
代

女
流
六
段
が
挑
む
「
第　

期
岡
田
美

42

術
館
杯
女
流
名
人
戦
五
番
勝
負
第
３

局
」
を
、
１
月　

日
日
に
い
ち
い
の

31

ホ
ー
ル
５
階
の
関
根
名
人
記
念
館
対

局
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、当
日　

時
か
ら　

時（
予

13

17

定
）
ま
で
行
う
大
盤
解
説
会
の
入
場

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
盤
解
説
会
は
、
４
階
の
関
宿
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
小
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
立
会
人
が
田
村
康
介
七
段
、

解
説
が
門
倉
啓
太
四
段
、
聞
き
手
が

 
貞  
升 
南
女
流
初
段
で
す
。

さ
だ 
ま
す

　

な
お
、
参
加
者
は
、　

時
か
ら
５

13

分
程
度
の
対
局
観
戦
も
で
き
ま
す
。

　

入
場
希
望
者
は
、
１
月　

日
火
必

19

着
で
、
往
復
は
が
き
（
１
枚
で
１
人

入
場
可
）
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
返
信
用
の
宛
先
を
明
記

し
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

商
工
観
光
課
「
大
盤
解
説
会
」
係
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】　

人（
抽
選
）

87

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課

－

文
化
会
館
で
野
田
市
成
人
式

　

対
象
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
す
。市
外
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
飲
酒
者
の
入
場
は
、
固
く
お
断
り
し

ま
す

※
客
席
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん

※
式
典
の
進
行
を
妨
げ
る
も
の
の
持
ち

込
み
と
使
用
は
禁
止
し
ま
す

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

公立保育所私立保育園事業所内

保
育
所
名

清
水　
　
　

①

花
輪　
　
　

①

中
根

東
部　
　
　

②

南
部　
　
　

①

北
部　
　
　

①

尾
崎　
　
　

①

福
田

木
間
ケ
瀬　

①

乳
児

聖
華

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
の
だ

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
せ
き
や
ど

ア
ス
ク
七
光
台

ア
ス
ク
川
間

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー

ル
さ
く
ら
の
さ
と

梅
郷

ア
ス
ク
古
布
内

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
あ
た
ご

梅
郷
分
園

（
仮
称
）　　

③

ひ
ば
り　
　

④

所
在
地

清
水　
８８１

上
花
輪
新
町　
１４

中
根　
　
―　
１

３０

鶴
奉　
２２８

山
崎
１
２
１
４

谷
津　
　
―　
２

６８２

尾
崎
１
７
１
４

木
野
崎
１
６
４
８　
―　
６

木
間
ケ
瀬
３
１
５
２　
―　
１

中
野
台　
１７

上
三
ケ
尾　
　
―　
１

４５４

中
野
台　
　
―　
２

５６４

次
木　
　
―　
１

２７９

谷
津　
３６７

尾
崎　
　
―　
1

８５３

桜
の
里
一
丁
目

１　
―　
５

山
崎
１
９
５
２

古
布
内
１
５
２
７　
―　　
１３

宮
崎　
　
―　
１

１０１

山
崎
１
１
３
４　
―　
１

横
内　
　
―　
７

１６４

電
話
番
号

７
１
２
２
・
５
０
５
０

７
１
２
２
・
１
７
７
０

７
１
２
２
・
５
７
４
１

７
１
２
２
・
７
１
５
８

７
１
２
４
・
２
２
２
１

７
１
２
５
・
４
６
９
７

７
１
２
９
・
２
０
０
９

７
１
３
８
・
０
５
７
７

７
１
９
８
・
３
８
２
５

７
１
２
４
・
２
２
２
４

７
１
３
８
・
２
７
７
５

７
１
２
１
・
０
１
１
５

７
１
３
６
・
２
２
１
１

７
１
２
６
・
５
２
２
１

７
１
２
７
・
１
５
１
５

７
１
９
２
・
７
６
７
１

７
１
２
６
・
５
７
１
２

７
１
９
６
・
５
１
６
１

７
１
９
９
・
３
２
９
７

７
１
２
６
・
５
７
２
０

７
１
２
３
・
７
６
３
５

開
所
時
間

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
１９

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
２２

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
１９

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
１９

７
時
～　

時
２０

※
土
は　

時
１８

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
２０

※
土
は　

時
１８

７
時
～　

時
２０

７
時
～　

時
２０

※
土
は　

時
１８

７
時
～　

時
２０

保
育
年
齢

生
後
６
か

月
か
ら　

生
後　

日
５７

目
～
２
歳

生
後　

日
５７

目
か
ら　

生
後　

日
５７

目
～
２
歳

①指定管理者（民間会社）が運営する公立保育所です／②２８年度から指定管理者制度を導入します／③新
たに開設予定の梅郷保育園の分園です／④２７年１０月に開設した事業所内保育所です

小
学
校
区

岩
木

尾
崎

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水
台

関
宿

関
宿
中
央

中
央

東
部

七
光
台

南
部

福
田
第
一

福
田
第
二

二
川

二
ツ
塚

北
部

み
ず
き

宮
崎

柳
沢

山
崎

学
童
保
育
所
名

岩
木

岩
木
第
二 
※

尾
崎

尾
崎
第
二 
※

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水

清
水
第
二 
※

関
宿　
　
 
※

関
宿
中
央

関
宿
中
央
第
二
※

野
田

野
田
第
二 
※

東
部

七
光
台

七
光
台
第
二
※

南
部　
　
 
※

南
部
第
二 
※

南
部
第
三 
※

福
田

三
ケ
尾　
 
※

二
川　
　
 
※

二
ツ
塚

北
部　
　
 
※

み
ず
き　
 
※

み
ず
き
第
二
※

宮
崎

宮
崎
第
二 
※

柳
沢

柳
沢
第
二 
※

山
崎

山
崎
第
二 
※

電
話
番
号

７
１
２
９
・
７
５
０
３

７
１
２
７
・
２
１
７
３

７
１
２
７
・
１
７
６
１

７
１
２
９
・
８
６
７
６

７
１
２
９
・
５
６
８
７

７
１
９
８
・
７
２
７
１

７
１
２
５
・
１
６
７
２

７
１
２
３
・
４
７
８
０

７
１
９
６
・
５
５
３
５

７
１
９
８
・
８
２
７
０

７
１
２
０
・
４
１
８
０

７
１
２
２
・
６
３
７
７

７
１
２
３
・
２
７
５
２

７
１
２
２
・
２
４
１
６

７
１
２
７
・
４
８
０
８

７
１
２
８
・
１
３
３
０

７
１
２
３
・
３
１
４
４

７
１
２
６
・
５
７
１
４

７
１
２
６
・
５
７
１
６

７
１
３
８
・
２
３
７
２

７
１
３
８
・
１
２
１
３

７
１
９
６
・
３
７
７
９

７
１
２
３
・
１
７
１
７

７
１
２
５
・
５
３
３
４

７
１
２
５
・
４
４
５
１

７
１
２
３
・
６
２
６
１

７
１
２
４
・
９
１
０
５

７
１
２
１
・
１
５
８
０

７
１
２
２
・
１
３
６
１

７
１
２
５
・
８
６
７
１

７
１
２
１
・
４
０
３
０

７
１
２
５
・
２
５
６
３

※は社会福祉協議会などに運営を委託。学童保育所が複数ある小学校区では、いずれかの学童保育所を選択できます

入場者は５分程度の対局観戦入場者は５分程度の対局観戦もも

新成人が式を運新成人が式を運営営



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

火
災
ゼ
ロ
を
願
っ
て
消
防
出
初
式

　

消
防
出
初
式
を
文
化
会
館
で
行
い

ま
す
。

　

当
日
は
７
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

競

ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月　

日
醤
９
時　

分
～

10

30

　

時　

分

11

15

※
式
典
終
了
後
、
文
化
会
館
前
の
時
計

の
広
場
で
、
は
し
ご
乗
り
の
演
技
を
披

露
し
ま
す

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４ 

０
１
１
９

－

伝統のはしご乗りを披伝統のはしご乗りを披露露

　

野
田
市
観
光
協
会
が
主
催
す
る「
野

田
の
観
光
写
真
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

「
野
田
か
ら
見
え
る
富
士
山
」
や 

「
野
田
市
内
の
歴
史
的
建
造
物
」「
ま

め
バ
ス
」「
野
田
市
内
の
お
ま
つ
り
・

イ
ベ
ン
ト
」な
ど
、入
賞
作
品
９
点
を

含
む
応
募
作
品　

点
を
展
示
し
ま
す
。

99

【
日
時
・
場
所
】
１
月
６
日
水
～　
12

日
火
８
時　

分
～　

時
は
市
役
所
ふ

30

20

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
１
月　

日
水

13

～　

日
水
８
時　

分
～　

時　

分
は

20

30

17

15

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー

※
い
ず
れ
も
初
日
は　

時
か
ら
、
最
終

１３

日
は　

時
ま
で

１３

【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課
内
野
田
市

観
光
協
会
事
務
局

市
役
所
な
ど
で「
野
田
の
観
光
写
真
展
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

　
空
き
家
条
例
の
一
部
改
正
に

　
　
　
　
 　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　

市
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る

際
に
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
計

画
や
条
例
に
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、「
野
田
市
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
一

部
改
正
す
る
に
あ
た
り
、
素
案
へ
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

素
案
は
、
防
災
安
全
課
窓
口
の
ほ

か
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、

各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
は
、１
月　

日
水
ま
で
に
、所

13

定
の
用
紙
か
任
意
の
書
式
に
記
入
し
、

平
日
に
直
接
持
参
か
閲
覧
場
所
の
意

見
投
函
箱
に
投
函
、フ
ァ
ク
ス（
思
７

１
２
３ 

１
７
３
７
）、
郵
送（
最
終

日
の
消
印
有
効
）の
ほ
か
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個

人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
届
け
！
凧
あ
げ　

野
田

in

　
自
作
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
凧
を
大
空
へ

　

各
子
ど
も
館
合
同
で
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
に
届
け
！ 
凧 
あ
げ
飴
野
田
」
と
題

た
こ

し
た
凧
あ
げ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
館
で
開
催
す
る
「
凧
づ
く

り
教
室
」
で
作
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

形
を
し
た
鳥
凧
の
ほ
か
、
自
分
で
作

っ
た
凧（
市
販
の
凧
は
不
可
）を
持
ち

込
ん
で
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
１
月　

日
土　

時
か
ら 

30

13

（
雨
天
時
は　

日
日
）

31

※
受
付
は　

時　

分
～　

時

１２

３０

１３

【
場
所
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
河
川
敷 

（
木
野
崎
）

【
費
用
】
無
料

【
申
込
み
】
前
日
ま
で
に
電
話
か
直

接
各
子
ど
も
館
へ
（
月
・
火
・
轄祝
 

を

除
く
）

※
当
日
参
加
も
可

【
問
合
せ
】
山
崎
子
ど
も
館
☎
７
１

２
４ 

６
７
３
９

－

マ
ー
チ
ン
グ
の
全
国
大
会
で

　
　

南
部
中
が
２
年
連
続
金
賞

　
（
一
社
）全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
主

催
「
第　

回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ

28

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、
平
成　

年　
27

11

月　

日
に
大
阪
城
ホ
ー
ル
（
大
阪

22
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
中
学
の
部
に
南

部
中
学
校
が
出
場
し
、
参
加
し
た

各
地
区
代
表　

校
の
中
か
ら
、
金

25

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
昨
年
に
続
き
２
年
連

続
の
金
賞
受
賞
で
す
。

【
問
合
せ
】
指
導
課

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
２
月
２
日

火
（
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
の
消
印

有
効
）
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
を
し
な
い
場
合

に
は
、
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
内
容
を
確
認
し
、
記
入
漏
れ
や

必
要
な
書
類
の
添
付
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
・
相
談
窓
口

【
受
付
時
間
】
８
時　

分
～　

時　

30

17

15

分（
土
・
日
・
轄祝
 

を
除
く
）

【
場
所
】市
役
所
８
階
レ
ス
ト
ラ
ン
前

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

臨
時
福
祉
給
付
金
は
２
月
２
日
ま
で
に
申
請
を

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報　

月　

日
号
４
面
と　

月
１
日
号　

面
に
掲
載
し
ま
し
た
認
可
保
育
所
一
覧
の
う
ち
、
聖
華
保

１１

１５

１２

１４

育
園
の
開
所
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
、「
７
時
～　

時
※
土
は　

時
」で
す
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２０

１８

自慢の凧を上げよう自慢の凧を上げよう！！



１
通
）
で
〒　
 

０
２
２
５
平
井　

270

401

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
９
８

 

８
５
０
０
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
ワ
ー
ド
入

門
」　

２
月
９
日
火
、　

日
金
、　

日

12

16

火　

時
～
正
午
野
田
公
民
館（
欅
の
ホ

10
ー
ル
内
）で
。
全
３
回
。
マ
ウ
ス
操
作

と
文
字
入
力
が
で
き
る
方
。
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の　

歳
以
上
。　

20

23

人（
抽
選
）。　

円
。
申
込
み
は
１
月

500

　

日
鞘
必
着
で
往
復
は
が
き
（
講
座

15名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明

記
）か
直
接
返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒

　
 

０
０
３
５
中
野
台　
 

１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３ 

７
８
１
８
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
郷
土
博
物
館
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど　

①
市
民
の
文
化
活
動
報
告
展
「
お
ば

－

－

－

－

－

道
文
化
講
座
…
１
月　

日
醤　

時　

17

13

30

分
～　

時　

分
松
竹
梅
の
間
で
。
須

15

30

田
敏
男
氏
（
歌
謡
史
研
究
家
）
に
よ

る
「
昭
和
歌
謡
史
パ
ー
ト
５
・
１
９

７
０
～
１
９
７
９
」。①
②
と
も
先
着

　

人
。　

円
（
高
校
生
以
上
の
学
生

20

500

　

円
）。申
込
み
は　

月
６
日
水
か
ら

250

1

あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
こ
れ
、

な
～
に
？
な
つ
か
し
の
暮
ら
し
と
道

具
」
…
１
月
４
日
月
～
３
月　

日
月

21

９
時
～　

時
。
同
館
の
講
座
か
ら
生

17

ま
れ
た「
な
つ
か
し
の
道
具
探
究
会
」

に
よ
る
、
昭
和
期
に
使
用
さ
れ
た
生

活
道
具
の
展
示
と
紹
介
。
②
山
中
直

治
コ
ン
サ
ー
ト
…
１
月　

日
上　

時

23

13

　

分
～　

時
。
山
中
直
治
を
歌
う
会

30

15

に
よ
る
「
雨
だ
れ
電
車
」「
世
界
の
子

供
」
な
ど
の
歌
と
ピ
ア
ノ
演
奏
。
当

日
会
場
へ
。
問
同
館
☎
７
１
２
４ 

６
８
５
１

◆
税
に
関
す
る
書
道
・
作
文
展　

１

月　

日
木
～　

日
鍾
８
時　

分
～　

14

19

30

19

時
（
最
終
日
は　

時
ま
で
）
市
役
所

13

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
市
内
小

中
学
生
の
書
道
、
作
文
の
優
秀
作
品

の
展
示
。
問
収
税
課

－

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

野
田
文
化
広

場
☎
７
１
２
４ 

６
８
５
１
・
思
７

１
２
４ 

６
８
６
６
へ

◆
誰
で
も
で
き
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト

レ
ッ
チ
体
験
教
室　

２
月
２
日
～
３

月　

日（
３
月　

日
は
除
く
）の
火　

29

22

10

時
～　

時　

分
関
宿
総
合
公
園
体
育

10

50

館
で
。
全
８
回
。　

歳
以
上
。２
千　

20

50

円
。
申
込
み

は
電
話
か
往

復
は
が
き（
住

所
・
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
年

齢
・
☎
を
明

記
・
１
家
族

－

－

講
座
・
教
室

◆
市
民
会
館
で
寺
子
屋
講
座　

①
ま

ち
の
仕
事
人
講
話
…
１
月　

日
醤　

17

13

時　

分
～　

時　

分
雪
月
桃
の
間
で
。

30

15

30

 
劉 
勝
彦
氏
（
薬
剤
師
）
に
よ
る
「
身

り
ゅ
う近

な
食
材
に
よ
る
漢
方
薬
膳
」。②
芸

１月の
保育所園庭開放

　保育所の子どもたちと遊び、親子
で保育体験ができます。育児相談も
あります。時間は１０時～１１時で当日
会場受付です。問合せは各保育所へ。

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失

◎
市
や
官
公
庁
な
ど
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）な

ど
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

電　　話開放日保育所名

☎７１２２-５０５０１２日火清 水

☎７１２２-５７４１１２日火中 根

☎７１３８-０５７７１２日火福 田

☎７１２５-４６９７１４日木北 部

☎７１２２-７１５８
１４日木

東 部
２８日木

☎７１９８-３８２５１４日木木間ケ瀬

☎７１２４-２２２１１４日木南 部

☎７１２２-１７７０１９日火花 輪

☎７１２９-２００９２７日水尾 崎

　

日
本
に
生
息
し
て
い
る
の
は
「
ニ

ホ
ン
ザ
ル
」。
顔
と
お
尻
の
赤
い
、お

な
じ
み
の
サ
ル
で
す
。
人
間
と
同
じ

霊
長
類
に
属
し
、
北
は
青
森
県
下
北

半
島
か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県
屋
久
島

ま
で
生
息
し
て
い
ま
す
。
群
れ
を
つ

く
り
、
木
の
上
を
得
意
と
し
、
主
に
、

果
実
や
種
子
、
花
、
葉
な
ど
の
植
物

や
昆
虫
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
で
す
。

　

サ
ル
と
人
間
は
つ
き
あ
い
が
深
く
、

サ
ル
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
や
慣
用

句
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昔
話
の

「
桃
太
郎
」
の
サ
ル
や
「
西
遊
記
」

の
孫
悟
空
は
、
主
人
を
支
え
る
名
脇

役
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
道
芸
と
し
て
人
気
の「
猿

ま
わ
し
」
は
、
一
説
に
よ
る
と「
サ

ル
」＝「
去
る
」に
通
じ
、悪
い
も
の
が

去
る
縁
起
の
良
い
芸
と
し
て
、正
月
な

女（人）男（人）計（人）
８５２０１０５大正９年
５５３３８３９３６昭和７年
１,１６４１,２１４２,３７８昭和１９年
９６０９５４１,９１４昭和３１年
９５５1,０９６２,０５１昭和４３年
８５０９７６１,８２６昭和５５年
６３９８００1,４３９平成４年
６９０７５６1,４４６平成１６年
５,８９６６,１９９1２,０９５総　計

■市内の申年生まれ（１２月１日現在）

ど
に
行
わ
れ
広
ま
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
す
。

　

今
年
は
、
災
害
な
ど
の
去
る
よ
い

一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

２０１６年コウノトリに乗って空を駈ける孫２０１６年コウノトリに乗って空を駈ける孫悟悟空空

共

丁寧な指導で健康づくり丁寧な指導で健康づくりをを



                     --------
　

家
庭
血
圧
測
定

　

高
血
圧
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
大
き
な
危
険

因
子
で
す
。こ
れ
ら
が
起
こ
り
や
す
い
時
間
帯
は
、

起
床
後
１
時
間
以
内
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
圧

の
高
い
方
は
、
毎
朝
、
家
庭
血
圧
を
測
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
血
圧
は
毎
日
変
動
し
、
１
日
の
中
で
も

常
に
変
化
し
て
い
ま
す
。朝
だ
け
で
は
な
く
、１
日

を
通
し
て
数
回
、家
庭
血
圧
を
測
定
し
、変
動
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。高
血
圧
症
の
診
断
基
準
は
、

診
察
室
で
の
血
圧
が　

/　

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
エ
イ

140

90

チ
ジ
ー
以
上
で
家
庭
血
圧
が
同　

/　

以
上
で
す
。

135

85

　

特
に
、
夜
間
高
血
圧
や
早
朝
高
血
圧
は
危
険
で

す
。
夜
間
高
血
圧
と
は
夜
に
な
っ
て
も
血
圧
が
下

が
ら
ず
高
い
血
圧
が
朝
ま
で
続
く
場
合
で
、
早
朝

高
血
圧
は
起
床
直
後
に
急
激
に
血
圧
が
上
昇
す
る

も
の
で
す
。
と
も
に
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
危
険
で
す
。
心
配
が
あ
る
方
は
、

毎
朝
、
家
庭
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ
・
Y
）

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月　

日
土　

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と

１６

１０

受
け
た
い
方
。申
込
み
は
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６ 

５
０
５
０
・
思
７
１
２
６ 

５
０
５
１
へ

－

－

凶

333医師会だより ◆
東
葛
飾
地
方
小
学
校
家
庭
科
、
中

学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展　

１
月

　

日
鞘
～　

日
醤
９
時
～　

時　

分

15

17

16

30

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）

で
。
授
業
な
ど
で
制
作
し
た
作
品
の

う
ち
各
小
学
校
３
点
、
各
中
学
校
４

点
を
展
示
。
問
指
導
課

◆
野
田
公
民
館
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど　

①
朗
読
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
公
演「
郷

土
の
文
学
シ
リ
ー
ズ
」～
二
人
の
女
流

作
家
・
鈴
木
文
子（
詩
）と
森
本
房
子

（
小
説
）…
１
月　

日
上　

時
～　

16

14

16

時
。「
朗
読
講
座
」
受
講
者
の
発
表

会
。
②
和
力
・
野
田
公
演
～
ハ
レ
の

音
・
春
を
呼
ぶ
…
１
月　

日
醤　

時

31

14

～　

時
。
和
太
鼓
や 
篠 しの 
笛 
、
津
軽
三

ぶ
え

16
味
線
、
舞
を
世
界
的
演
者
の 
和  
力 
が

わ 
り
き

披
露
。
い
ず
れ
も
欅
の
ホ
ー
ル
・
小

ホ
ー
ル
で
。
先
着　

人
。
①
は
前
売

300

り　

円（
当
日
同
額
）。
②
は
前
売
り

500
２
千
円（
当
日
２
千　

円
）、
高
校
生

500

以
下　

円（
当
日
同
額
）。
い
ず
れ
も

500

前
売
り
は
野
田
公
民
館（
電
話
申
込
み

可
）、
文
化
会
館
で
発
売
中
。問
野
田

公
民
館
☎
７
１
２
３ 

７
８
１
９

◆
北
図
書
館
寄
席　

１
月　

日
醤　

17

14

時
～　

時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

16

小
学
生
以
上
。
先
着　

人
。
申
込
み

40

は
１
月
７
日
障
か
ら
電
話
か
直
接
北

図
書
館
☎
７
１
２
９ 

８
８
１
１
へ

◆
国
際
交
流
協
会
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
・
サ
ロ
ン
２
０
１
６
」　

１
月　

日
31

醤　

時
～　

時
総
合
福
祉
会
館
で
。

13

15

外
国
の
人
々
と
日
本
語
な
ど
で
の
会

話
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
。　

円
。
申

200

込
み
は
１
月　

日
鉦
必
着
で
往
復
は

25

が
き
（
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）

で
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所
企

278

画
調
整
課
内
国
際
交
流
協
会
事
務
局

へ
。問
酒
井
☎
７
１
３
８ 
１
４
１
３

◆
子
ど
も
館
人
形
劇
鑑
賞
会　

２
月

６
日
上　

時
～
正
午
と　

時
～　

時

11

14

15

－－

－

－

ト
カ
ー
に
手
配
。
問
野
田
警
察
署
☎

７
１
２
５ 

０
１
１
０

◆
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
に
ご
注
意
を

　

水
道
管
が
日
陰
に
あ
る
場
合
や
む

き
出
し
の
場
合
、
気
温
の
低
下
で
凍

結
・
破
裂
の
恐
れ
あ
り
。
予
防
に
は
、

保
温
材
を
蛇
口
の
手
前
ま
で
巻
き
、

濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
を
ま
く
の
が
有
効
。
凍
結
で
水

が
出
な
い
と
き
は
、
自
然
に
解
凍
す

る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か

ぶ
せ
て
上
か
ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ

っ
く
り
か
け
解
凍
。
破
裂
し
た
場
合

は
水
道
部
工
務
課
☎
７
１
２
４ 

５

１
４
６
へ

◆
宝
く
じ
の
助
成
金
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
を
整
備　
（
一
財
）自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
、

東
金
野
井

自
主
防
災

会
が
テ
ン

ト
や
毛
布

な
ど
を
購

入
。
問
防

災
安
全
課

会
議
な　
　

ど

 

の
公
開

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会　

１
月　

日
鐘　

時
か
ら
市
役
所
８
階

20

10

大
会
議
室
で
。
先
着　

人
。
９
時　

10

30

分
か
ら
受
付
。
問
行
政
管
理
課

－

－

市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
劇
団
貝

の
火
に
よ
る
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
ぼ
う

け
ん
」
な
ど
。
２
回
上
演
。　

歳
未

18

満（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）。
各
回
先

着　

人
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
座
布
団
持

280
参
。
希
望
者
は
１
月
６
日
鐘
９
時
か

ら
（
鉦
・
火
・
□祝
 

を
除
く
）
各
子
ど

も
館
で
配
布
す
る
整
理
券
を
持
参
し
、

当
日
会
場
へ
。
問
谷
吉
子
ど
も
館
☎

７
１
２
７ 

０
１
１
７

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

◆
公
立
学
校
講
師
な
ど
の
登
録
会　

１
月
８
日
鞘
９
時　

分
か
ら
東
葛
飾

30

合
同
庁
舎（
松
戸
市
）で
。
東
葛
飾
教

育
事
務
所
管
内（
松
戸
・
柏
・
野
田
・

流
山
・
我
孫
子
・
鎌
ケ
谷
）の
小
・
中

学
校
に
勤
務
を
希
望
す
る
方
。
問
県

教
育
庁
東
葛
飾
教
育
事
務
所
管
理
課

☎　
（　

）２
１
２
４

047
361

◆
事
業
協
同
組
合
設
立　

事
業
協
同

－

組
合
の
設
立
に
つ
い
て
の
相
談
は
千

葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
設
立
相

談
室
☎　
（　

）３
２
８
５
へ

043
306

◆
多
重
債
務
相
談　

多
重
債
務
で
悩

ん
で
い
る
方
に
電
話
で
無
料
相
談
を

実
施
。
問
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事

務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口
☎　
（　

）

043
251

７
８
３
０

◆
柏
税
務
署
の
駐
車
場
が
使
用
不
可

　

確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
に

伴
い
、１
月
４
日
鉦
～
４
月
中
旬
ま
で

同
署
駐
車
場
が
使
用
不
可
。体
の
不
自

由
な
方
は
専
用
駐
車
場
が
使
用
可
能
。

来
署
に
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
。

問
同
署
☎
７
１
４
６ 

２
３
２
１

◆　

番
は
命
を
守
る
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

110

　

１
月　

日
醤
は
「　

番
の
日
」。
昨

10

110

年
は
、
市
内
で
自
動
車
盗
難
や
空
き

巣
が
多
発
。
緊
急
の
事
件
や
事
故
が

あ
っ
た
と
き
は　

番
へ
。
通
話
内
容

110

を
聞
き
な
が
ら
同
時
に
警
察
官
や
パ

－

 
市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

　

２
月
１
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市
税
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
４
期
）
②
国
民
健
康
保

険
税
（
７
期
）
③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）

④
介
護
保
険
料
（
７
期
）

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国
保
年
金
課
、

④
は
介
護
保
険
課

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

災害に備災害に備ええ２６種２６種の資機の資機材を材を購購入入



講
座
・
講
演
会

◆
フ
ラ
を
始
め
よ
う　

１
月
８
日
～

　

日
の
鞘　

時
～
正
午
東
部
公
民
館

22

10

で
。
全
３
回
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
。

女
性
。２
千
円
。申
込
み
は
事
前
に
須

田
☎　
 

６
６
１
０ 

４
６
９
８
へ

080

◆
難
病
克
服
の
体
験
談　

１
月　

日
16

上　

時
～　

時
中
央
公
民
館
で
。
難

13

15

病
の
方
を
支
え
て
い
る
方
。
先
着　
30

人
。
筆
記
用
具
持
参
。
体
験
録
は
先

着　

人
に
配
布
。
申
込
み
は
１
月
５

20
日
鍾
か
ら
フ
ァ
ク
ス
で 
四  
塚 
☎
・
思

よ
つ 
づ
か

７
１
２
５ 

２
３
８
３
へ

◆
イ
ン
ド
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

①

教
室
…
１
月　

日
～
２
月　

日
の
土

16

13

　

時
～　

時　

分
総
合
公
園
体
育
館

18

20

30

で
。
全
５
回
。
千
円
。
②
大
会
…
２

月
７
日
醤
は
一
般
の
部
、　

日
醤
は

14

シ
ニ
ア
の
部
。
い
ず
れ
も
９
時
か
ら

総
合
公
園
体
育
館
で
。ダ
ブ
ル
ス
戦
。

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学（
高
校
生
以

上
）の
方
。
１
ペ
ア
２
千
円（
高
校
生

千　

円
）。
い
ず
れ
も
上
履
き
持
参
。

500
申
込
み
は
①
は
１
月
６
日
鐘
～　

日
12

鍾
に
、
②
は
１
月　

日
上
ま
で
に
岡

23

野
☎
７
１
２
４ 

３
２
５
９
へ

－

－

－

－

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
野
田
校
友
会

講
演
会
「
野
田
の
歴
史
を 
掘 
る
、
考

ほ

古
学
の
裏
話
」　

１
月　

日
障　

時

21

14

～　

時
中
央
公
民
館
で
。
講
師
は
下

16
津
谷
達
男
氏（
野
田
地
方
史
懇
話
会

会
長
）。先
着　

人
。当
日
会
場
へ
。問

100

桃
井
☎
７
１
２
５ 

２
４
１
５

◆
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語

入
門　

１
月　

日
～
３
月　

日
（
２

21

31

月　

日
を
除
く
）
の
障
中
央
公
民
館

11
で
。①
英
会
話
…　

時
～　

時　

分
。

18

19

15

②
韓
国
語
…　

時　

分
～　

時　

19

30

20

45

分
。
各
全　

回
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
か

10

ら
学
ぶ
。
各
先
着　

人
。
各
８
千
円
。

15

筆
記
用
具
持
参
。
申
込
み
は
い
ず
れ

も
１
月　

日
鉦
か
ら
前
田
☎　
 

６

11

090

４
８
９ 

２
８
０
３
へ

◆　

野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
講
習
会　

①
身
近
な
素
材
で
描
く

「
絵
手
紙
」
楽
習
会
…
１
月　

日
醤

24

　

時
～
正
午
。　

円
。
②
福
祉
レ
ク

10

500

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
楽
習
会
…
２
月
７
日

醤　

時
～　

時
。
地
域
・
職
場
で
役

10

13

立
つ
介
護
予
防
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
技
法
を
学
ぶ
。
千
円
。
い
ず
れ
も

総
合
福
祉
会
館
で
。
先
着　

人
。
申

20

込
み
は
い
ず
れ
も
１
月
５
日
鍾
か
ら

－

－

－

前
日
ま
で
に
①
は
電
話
か
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
☎
を
明
記
）
で
〒　
 

０
０
５

278

５
岩
名
一
丁
目　
 
　

百
瀬
☎
・
思

30

17

７
１
２
９ 

６
１
８
４
へ
、
②
は
フ

ァ
ク
ス
で
渡
辺
☎
・
思
７
１
２
４ 

６
６
１
７
へ
。
問
渡
辺
☎　
 

７
８

090

２
２ 

８
５
１
２

イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
イ
ベ
ン
ト　

①
お

し
ゃ
べ
り
会
…
１
月
７
日
障　

時　
10

30

分
～　

時　

分
。
②
育
児
の
日
…
１

11

30

月　

日
鍾　

時
～　

時　

分
。
家
族

12

10

11

30

で
参
加
可
。
③
お
は
な
し
玉
手
箱
…

１
月　

日
鞘　

時
～　

時　

分
。
④

15

10

11

30

育
児
相
談
日
…
１
月　

日
鐘　

時　

27

10

30

分
～　

時　

分
。
い
ず
れ
も　

円
。

11

30

50

①
④
は
０
～
３
歳
の
親
子
。
申
込
み

は
①
②
③
は
当
日
会
場
受
付
、④
は
先

着
５
組
で
１
月
５
日
鍾
か
ら 

ゆ
う

＆
み
い
☎
７
１
２
４ 

１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
～

尺
八
で
新
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！　

１
月
８
日
鞘　

時　

分
～　

時
市
役

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
北
国
の

春
」「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
」
な

ど
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
清
水
公
園
探
鳥
会　

１
月　

日
日

10

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。　

時
12

　

分
解
散
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生

30は
保
護
者
同
伴
）。　

円
。
双
眼
鏡
な

200

－

－

－

－

－

－

－

ど
の
観
察
用
具
、
筆
記
用
具
持
参
。

当
日
会
場
へ
。
問
田
中
☎
７
１
２
３

 

２
８
１
３（　

時
以
降
）

18

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　

１
月　

日
10

日
９
時　

分
～
正
午
関
宿
中
央
公
民

30

館
で
。壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。部

品
代
は
実
費
負
担
。当
日
会
場
受
付
。

問
小
菅
☎
７
１
２
４ 

１
６
４
７

◆
桜
将
会
新
春
将
棋
大
会　

１
月　
11

日
鉦
８
時　

分
～　

時　

分
清
水
正

30

14

30

光
館
で
。対
局
は
初
心
者
か
ら
有
段
者

ま
で
８
人
ず
つ　

ク
ラ
ス
。千
円（
小・

10

中
学
生
・
高
校
生　

円
）。
前
日
ま
で

500

に
駒
﨑
☎
７
１
２
２ 

４
４
７
４
へ

◆
習
字
ク
ラ
ブ「
書
き
初
め
展
」　

１

月　

日
鐘
～　

日
醤
９
時
～　

時
せ

13

24

19

き
や
ど
図
書
館
・
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
・
中
央
公
民
館
で
（
せ
き
や
ど

図
書
館
の
醤
は　

時
ま
で
）。冬
休
み

17

－

－－

ま
で
に
書
い
た
小
・
中
学
生
の
作
品

展
。
問
鈴
木
☎　
 

４
４
３
９ 

４

090

８
０
３

◆
利
根
運
河
～
こ
う
の
と
り
の
里
野

鳥
観
察
会　

１
月　

日
醤
９
時
運
河

17

駅
集
合
。　

時
解
散
。
こ
う
の
と
り

14

の
里
、
江
川
地
区
、
利
根
運
河
で
水

鳥
な
ど
の
生
き
も
の
を
観
察
。　

円
。

200

筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
、
昼
食
持
参
。

当
日
会
場
へ
。
問
浅
川
☎　
 

１
１

090

０
６ 

６
６
６
３

◆
D
V
D
上
映
と
懇
談
～
原
発
事
故

が
起
き
た
ら
安
全
に
避
難
で
き
る
の

か　

１
月　

日
上　

時
～
正
午
総
合

23

10

福
祉
会
館
で
。「
原
発
事
故
・
避
難
者

ア
ン
ケ
ー
ト
～
何
が
福
島
の
人
々
を

苦
し
め
て
い
る
の
か
」
を
上
映
。
当

日
会
場
へ
。
問
富
村
☎
７
１
２
５ 

４
１
５
３

－

－

－

－

－

協

　

小
学
生
の
モ
モ
た
ち
三
人
は

出
会
っ
た
そ
の
日
に
意
気
投
合

し
、 壁  
新  
聞 「
モ
モ
モ

か
べ 
し
ん 
ぶ
ん

 
館 
」を
つ
く

か
ん

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ

が
新
聞
づ
く
り
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
事
件
に
関
わ
る
こ
と
に
！

ど
う
解
決
す
る
の
か
し
ら
。

New Books
興風図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　

映
画
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
で
科
学
者
に
憧
れ

た
著
者
は
、や
が
て
宇
宙
に
魅
せ

ら
れ
た
。N
A
S
A
な
ど
に
無
縁

な
彼
が
目
を
付
け
た
の
は
風
船
。

創
意
工
夫
を
繰
り
返
し
、宇
宙
撮

影
に
挑
ん
だ
青
年
の
記
録
で
す
。

「宇宙を撮りたい、
風船で。」
岩谷圭介・著
キノブックス

「ニレの木広場のモモモ館」
高楼方子・作
千葉史子・絵
ポプラ社



１
６
９ 

４
１
６
５
へ

会
員
募
集

◆
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
・
シ
ャ
ン
テ
ィ

　

毎
週
障
９
時　

分
～　

時
勤
労
青

30

11

少
年
ホ
ー
ム
で
。
初
心
者
向
け
。
女

性
。
月
３
千
円
。
吉
澤
☎　
 

７
８

090

４
８ 

３
７
４
３

◆
シ
ャ
ン
テ
ィ（
ヨ
ガ
）　

月
３
回
鐘

－

－

－

　

時　

分
～　

時　

分
東
部
公
民
館

19

30

20

30

で
。
初
心
者
。
○月
 

２
千
円
。
渡
辺
☎

　
 

１
６
０
０ 

２
５
９
４

090◆
ミ
セ
ス
の
た
め
の
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ

プ
体
操　

毎
週
上
９
時
～　

時
北
コ

11

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。　

歳
以
上
。

40

女
性
。
○月
 

２
千　

円
。
○入
 

千
円
。
澤

500

尾
☎
・
思
７
１
２
９ 

１
９
０
９

◆
ロ
ケ
ラ
ニ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　

毎
月

第
１
～
３
鞘　

時
～
正
午
南
コ
ミ
ュ

10

ニ
テ
ィ
会
館
で
。
女
性
。
○月
 

３
千
円
。

○入
 

千
円
。
綿
井
☎
７
１
２
５ 

７
７

８
８

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
プ
レ
ミ
ア　

毎

週
醤　

時
～　

時
七
光
台
会
館
で
。

13

15

初
心
者
か
ら
中
級
者
。○月
 

３
千　

円
。

500

齊
藤
☎　
 

８
０
４
０ 

０
４
０
６

090

◆
持
続
可
能
な
社
会
を
考
え
る
会　

毎
月
１
回
南
部
梅
郷
公
民
館
な
ど
で

（
会
員
で
日
時
・
場
所
な
ど
調
整
）。

「
未
来
は
緑
」
の
読
書
会
。
皆
川
☎

７
１
５
７ 

１
０
２
６

◆
手
結
び
着
付
と
現
代
マ
ナ
ー　

月

３
回
鞘　

時
～
正
午
と　

時
～　

時

10

19

21

市
民
会
館
で
。
○月
 

３
千
円
。
隔
週
障

　

時
～　

時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

13

1５

で
。
○月
 

２
千
円
。
渡
辺
☎
７
１
２
２

 

０
６
３
６

◆（
公
財
）日
本
民
謡
協
会
よ
も
ぎ
支

部（
津
軽
三
味
線
と
民
謡
）　

毎
週
醤

　

時
～　

時　

分
清
水
正
光
館
で
。

13

15

30

木
原
☎
７
１
２
５ 

５
６
２
９

－

－

－

－

－

－

－

－

－

匡

◆
賀
状
展　

１
月　

日
障
～　

日
日

28

31

　

時
～　

時（
最
終
日
は　

時
ま
で
）

10

16

15

興
風
会
館
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
出

品
希
望
者
（
１
人
５
点
以
内
）
は
１

月　

日
上
必
着
で
、
郵
送
か
持
参
で

16
〒　
 

０
０
３
５
中
野
台　
 

１
欅

278

168

の
ホ
ー
ル
２
階
野
田
市
文
化
団
体
協

議
会
事
務
局
へ
。　

日
障
、　

日
上

28

30

の　

時
～　

時
は
同
会
場
で
押
し
花

10

15

－

－

は
が
き
作
り（
は
が
き
代　

円
）。
問

52

井
上
☎
７
１
５
２ 

２
９
４
７

募
集
・
相
談

◆
ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
お
た

の
し
み
市
場
」
出
店
者　

１
月　

日
23

上　

時
～
正
午 

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

10
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く
で
。１
区
画　

円
。

500

希
望
者
は
1
月
７
日
障
か
ら
前
日
ま

－

で
に
フ
ァ
ク
ス
で
ゆ
っ
く
っ
く
☎
・

思
７
１
２
９ 

８
０
８
９
へ

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会　

１
月

　

日
鍾
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議

19所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
高
齢
期
の

人
生
設
計
・
遺
言
・
相
続
・
成
年
後

見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は
１

月
５
日
鍾
９
時
か
ら
前
日
ま
で
に 

老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎
７

－

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、
二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
N
の
順
に

並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
《
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
資
料
＝
大
辞
林
》。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
正
月
に
も
ら
っ
て
う

れ
し
い
。
②
目
と
耳
の
中
間
に
あ
る
。
も

の
を
噛
む
と
動
く
部
分
。
英
語
で
「
テ
ン

「
L
O
V
E
」。
⑨「

―

豆
腐
」
は
豆
腐
を
凍
結
乾

燥
さ
せ
た
も
の
。
水
で
戻

し
て
、
だ
し
汁
で
煮
込
む

な
ど
し
て
味
付
け
。
⑩

「
近
代
将
棋
の
父
」
と
称

さ
れ
た「
関
根

―
」（　
１２

面
参
照
）。
⑫
「

―
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
」
が
５
月　
２６

日
、　

日
に
開
催
。
⑬
心

２７

臓
が
ど
き
ど
き
と
収
縮
・

拡
大
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
音
。
⑯
蹴
る
こ
と
を

英
語
で
。「

―
ボ
ク
シ
ン

グ
」。「
プ
レ
ー
ス

―
」。

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

《
新
春
版
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
付
中
。
⑦
英
語
で

⑱
「

― 
英  
雄 
」
は
ト
ル
ネ
ー
ド
投
法
で
、

ひ
で 
お

日
米
で
活
躍
し
た
元
プ
ロ
野
球
選
手
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
漢
字
で
「
十
八
番
」。
③

「

―
の
犬
」
の
実
験
で
有
名
に
な
っ
た
条
件

反
射
。
⑥
二
階
か
ら

―
。
⑦
夜
が
明
け
る
と
。

⑧
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「

―
論
」。
⑩
江
戸
～
明

治
時
代
の
主
要
な
輸
出
品
。
原
料
は
繭
。
１

９
０
９
年
に
は
生
産
量
世
界
一
位
。
⑪
漢
字

で
「
巫
女
」。
⑭
「
大
島

―
」
は
野
田
出
身

の
タ
レ
ン
ト
で
、
A
K
B　

の
元
メ
ン
バ
ー
。

４８

⑮
イ
ン
ド
原
産
。
英
語
名
は
「
タ
ー
メ
リ
ッ

ク
」。
⑰
長
禄
元
（
１
４
５
７
）
年
に 
簗  
田 
氏

や
な 
だ

が
築
い
た
と
さ
れ
る
（　

面
参
照
）。
⑲
記
憶

１２

が
あ
い
ま
い
な
さ
ま
は
「

―
覚
え
」。
⑳
ロ

シ
ア
連
邦
の
首
都
。
○２１
 

風
邪
予
防
に
は「

―

と
手
洗
い
」。

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
１
月　

日
月
必
着

１８

で
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に
対
す
る
ご
意
見
な

ど
を
明
記
し
て
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市

２７８

役
所
秘
書
広

報
課「
の
だ
っ

こ
ク
イ
ズ
」係

へ
。正
解
者
の

中
か
ら
抽
選 

―

プ
ル
」。
③
イ

タ
リ
ア
料
理 

の
主
要
な
要
素
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
マ
カ
ロ

ニ
な
ど
種
類
が
豊
富
。④
冬
が
旬
の
魚
。「

―

の
照
り
焼
き
」。
漢
字
で
「
鰤
」。
⑤
自
治
体

へ
の
寄
付
。
市
で
は
、
平
成　

年　

月
か
ら

２７

１２

で　

名
様
に
、「
図
書
カ
ー
ド
」
と
、「
黒

１０
酢
米
」
２
合
（
写
真
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
正
解
と
当
選
者
は
、

２
月
１
日
号
で
発
表
し
ま
す
。
当
選
者
の

方
は
、
氏
名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皿
皿

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…
「
わ
が
家
の
天
使
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

タ

ウ

ン

ノ

ダ

カ

イ

ビ

ラ

ア

タ

ゴ

ク

ラ

ゲ

コ

ジ

ン

ヒ

ク

○
当
選
者
…　

月
１
日
号
の
正
解
は「
た
こ

１２

あ
げ
い
ん
の
だ
」で
し
た
。　

人
の
正
解
者

６６

の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、当
選
者
は
安
齊
美

樹
様
、大
橋
和
子
様
、水
野
光
夫
様
、山
木

あ
ず
さ
様
、力
武
晴
美
様（
五
十
音
順
）で
す
。
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消費生活センター（☎７１２３－１０８４）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など。
月～金１０時～１６時（正午～１３時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談支援　□市 １階＝月～金
８時３０分～１７時１５分
◆専門相談　□市 １階＝１３時３０分～１６時…
発達教育（４日、１８日）、生活療育（７日）、
就労者生活（２１日）、こころの生活（２６日）、
生活支援（２８日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　□市 １階＝１０時～
正午…視覚障がい者（５日）、知的障がい者
（６日）、ろうあ者（１９日）／１３時３０分～１５時
３０分…聴覚障がい者（５日）、身体障がい者
（６日）、精神障がい者（１９日）。電話予約
あさひ育成園（☎７１２２－７１５９）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。第１・３木１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
こだま学園（☎７１２２－２９１６）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。第１・３火１５時～１７時。電話予
約（月１６時～１７時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金１３時～１６
時。問社会福祉協議会☎７１２４－３９３９
◆行政書士無料相談　遺言や相続、離婚
など。１５日金１３時～１６時。欅のホール４
階第一集会室。電話予約。問千葉県行政
書士会東葛支部・伊佐☎７１２９－０８０３
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。１２日火９時３０分～１５時３０分。□市 
市民相談室。前日までに電話予約。問野
田地区司法書士会、土地家屋調査士会・
栗原☎７１２５－３２２０

◆母子父子家庭等・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～１９時、火～
金９時～１７時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業
　児童扶養手当を受給中の母子家庭の母
か父子家庭の父。個別相談（要予約）、就
労のための「自立支援プログラム」作成。
月９時～１９時、金９時～１７時
職業相談室（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市が独自に開拓した
求人情報の提供。□市 ２階＝月・水・金。□い ４
階＝第３火。９時～１７時（正午～１３時除く）
◆内職相談　□市 ２階＝月～金１０時～１５時
３０分（正午～１３時除く）
◆ジョブカフェのだ（問合せ・予約＝
商工観光課／会場＝野田地域職業訓練
センター）　セミナー・個別相談（要予約）、
求人案内。３５歳未満の方かその親。２６日火
１０時～１６時
パーソナルサポートセンター（生活支援課）
◆自立するための生活・就労などに関する
総合相談　□市 ２階＝月～金９時～１７時。
☎７１２５－２２１２
青少年センター（☎７１２５－２６３９）
◆青少年の悩み事相談　年末年始を除く
毎日。９時～１６時３０分（電話相談も可）
ひばり教育相談（青少年センター☎７１２５
－８０８８）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター＝月～金９時～１６時
３０分（電話・面談・訪問）
ひまわり相談（野田幼稚園☎７１２２－２４５０・
関宿南部幼稚園☎７１９８－２０７５）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木、関宿南
部幼稚園＝第１・３木。１０時～１４時３０分。
電話予約（１４時～１７時１５分）

市民相談（☎７１２５－１１１１代表）
※１月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は、１月４日月９時から電話
で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。□市 ８・１４・１９・２１・２７日。□い 
２８日。６日間で６０人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
□市 １３日。８人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
□市 １５・２９日。□い ２０日。３日間で１８人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。□市 １９日。□い １３日。２
日間で８人
◆税務相談　相続税・贈与税など。□市 １５
日。８人
人権・男女共同参画推進課（市役所内）
◆人権相談　人権問題での悩みなど。□市 
７・１８・２７日。□い ２１日。４日間で１６人。
電話予約
◆女性のための相談　□市 ５階＝第１～４
木。野田公民館（欅のホール３階）＝第２土。
１０時～１６時。電話予約（電話相談も可）
児童家庭課（市役所内）
◆家庭児童相談室　児童の問題など。月
～金９時～１７時
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　
月～金９時～１７時。時間外、土・日・□祝 は留
守番電話かファクス。☎・思０１２０－７８３２８１

　月の
　相談日案内
□市 …市役所、□い …いちいのホール

１

診療時間＝外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）
ただし、①の１９時～２２時は小張総合病院（☎７１２４－６６６６）、②の１９時～２２時はキッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）で行います
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認をしてください。

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）②青木クリニック（☎７１９８－７８６４）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）１日（金）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）大槻医院（☎７１２７－３４２４）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）②２日（土）
アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）門倉医院（☎７１２４－５３１１）①３日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）①青木クリニック（☎７１９８－７８６４）川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）②１０日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）大槻医院（☎７１２７－３４２４）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）１１日（月）
アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１７日（日）
キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）野田病院（☎７１２７－３２００）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）①２４日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）３１日（日）

 急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）
▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市の木

けやき

　

古
く
か
ら
新
春
の
空
を
彩
る
風
物
詩
で

あ
る 
凧 
あ
げ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

た
こ

　

写
真
は
、
昨
年
、
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場

で
行
わ
れ
た
子
ど
も
館
主
催
の
凧
あ
げ
大

会
の
様
子
で
す
。
毎
年
、
各
子
ど
も
館
で

は
事
前
に
凧
作
り
教
室
と
凧
あ
げ
大
会
を

開
催
し
て
お
り
、大
会
当
日
に
自
作
の
凧
を

持
ち
込
ん
で
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

今
年
は
、
生
物
多
様
性
の
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
届
け
！

凧
あ
げ
飴
野
田
」
を
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
１

月　

日
に
行
い
ま
す（　

面
参
照
）。
子
ど

30

15

も
た
ち
が
凧
作
り
教
室
で
作
っ
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
凧
が
、
当
日
群
れ
を
な
し
て
大
空
を

羽
ば
た
く
姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

人口と世帯（H２７.１２.１現在）
●人口＝１５５,３０８人（－４１）
　男＝７８,０６１人（＋１１） 女＝７７,２４７人（－５２）
●世帯＝６５,１５０世帯（＋１８）
●市の面積＝１０３.５４㎢

大空に向かって凧あげ

～
表
紙
の
こ
と
ば
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